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ジバーリ・アラビア語（エジプト・シナイ半島南部） 

の構造と系統

西　尾　哲　夫＊

Characteristics of Jibāli Arabic or the Bedouin Arabic dialect of 
the Jibāli tribe of the southern part of the Sinai Peninsula, Egypt

Tetsuo Nishio

　ジバーリ・アラビア語は，エジプトのシナイ半島南部に住むベドウィン，ジ
バーリ部族が話すアラビア語方言である。西暦 6世紀にビザンツ皇帝ユスティ
ニアヌス I世が聖カトリーヌ修道院を創建したとき，ボスニア（旧ユーゴスラ
ビア南西部），ワラキア（ルーマニア南部），アレキサンドリア（エジプト）か
ら二百家族余りの農奴を強制移住させて，修道僧の警護や身辺雑事にあたらせ
た。彼らの子孫が現在のジバーリ部族であるとされている。
　言語の面では，移住当初はラテン語の方言を話していたらしいが，徐々にア
ラビア語を話すようになり，現在では独特の方言特徴を持っているものの，い
わゆるベドウィン系のアラビア語方言に分類できるアラビア語を話している。
アラビア語化の過程で特殊なアラビア語が発生していた可能性が非常に高く，
コミュニケーションのための共通語を持たない集団間で一時的に用いられる言
語であるピジン的アラビア語が生まれ，やがて特定集団の母語として定着して
いく過程において，不完全なものであったピジン的アラビア語を言語として十
分機能させるために，どちらの言語のものでもない特徴や規則を持ったクレ
オール的アラビア語が生まれたと推定される。
　本論文では，まずジバーリ・アラビア語の言語構造の記述分析として，特に
アラビア語の比較方言学的観点から重要であるジバーリ・アラビア語の言語特
徴に焦点を当てながら，音韻論と形態論について記述的分析を行なう。次に，
ジバーリ・アラビア語がいわゆる遊牧民方言（ベドウィン方言）の諸特徴を有
しながら，都市部定住民方言の共通特徴も有する一方で，他のアラビア語諸方
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言には観察されない独特の方言特徴を有していることについて，比較方言学的
観点からジバーリ・アラビア語の系統の問題を議論する。北西アラビア半島方
言のなかでも西部グループに属する南シナイ方言の一つであるジバーリ・アラ
ビア語は，新たに地域方言として形成されてきた南シナイ方言の特徴を共有す
ることで言語的同化をはかった。さらに，これと平行しながら，南シナイ地域
における部族集団間関係におけるジバーリ部族の社会的位置が原因となって，
自らの集団的アイデンティティー保持のための言語的指標を確立するという言
語生態的動因による社会的力学が働き，独特の孤立的方言特徴が発展してきた
と推定される。

In this paper, I will present a descriptive analysis of Jibāli Arabic, or 
the Bedouin Arabic dialect of the Jibāli tribe of the southern part of the Sinai 
Peninsula, Egypt, with some discussion about the linguistic genealogy of their 
language from the viewpoint of historical and comparative Arabic dialectol-
ogy.

The ethnic origin of the Jibāli tribe is very mysterious. It is recorded in 
the Chronicle of Eutychius, Patriarch of Alexandria in the ninth century, that 
when the Byzantine emperor Justinian (527–565 A.D.) built the Monastery 
of St. Catherine, he settled by it some 200 families brought from the north-
ern shore of Anatolia and from Alexandria in order to serve and protect the 
monks of the Monastery. The people of the Jibāli tribe are the offspring of 
these families, who originally lived as serfs in the present district of Bosnia 
(the southwestern part of the former Yugoslavia, Wallachia (the southern part 
of Rumania), and Alexandria (Egypt). It is worth noting that they proudly see 
themselves as Greeks or at least as descendants of Greeks, and interestingly 
enough, at the same time, they have a strong inclination toward ethnic identity 
as Arab in its rather original sense, that is, Bedouin. The people of the Jibāli 
tribe are today Muslims. But, at the time of their settlement, they embraced 
Christianity, and their conversion to Islam was a comparatively recent affair.

It is not clear what language they were speaking when they settled in Sinai. Still 
less is it clear when they began to speak Arabic. Based on a little fragmentary histori-
cal knowledge about the linguistic situation around the sixth century, we can tentatively 
say that as for the people who came from Bosnia and Wallachia, their original language 
was a dialect of (vulgar) Latin. Whatever language they spoke before their acquisition 
of Arabic, they must have learned to speak Arabic in a very short time after the arrival 
of Arabic-speaking Bedouin from the Arabian Peninsula. It is inferred from the circum-
stances in which they lived and their needs, such as the procurement of daily necessities 
and food from the Arabic-speaking tribes in their neighborhood, that their first Arabic 
was pidgin-like and used only or mainly for the purpose of commerce, which became a 
linguistically full-fledged mother tongue as spoken at the present time through the pro-
cesses of creolization and de-creolization.
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1 はじめに

 1.1 ジバーリ部族とジバーリ・アラビア
語

 1.2 言語データについて

2 音韻論

 2.1 子音

 2.1.1 子音体系

 2.1.2 歯間摩擦音 /T/, /D/, /D¢/の保持

 2.1.3 /q/とその反射形 /g/

 2.1.4 声門閉鎖音（ハムザ）

 2.1.5 無声化

 2.1.6 帯気化

 2.1.7 強調音化

 2.1.8 同化

 2.1.9 gahawaシンドローム

 2.2 母音

 2.2.1 短母音

 2.2.2 短母音 /u/とその異音

 2.2.3 短母音 /i/とその異音

 2.2.4 短母音 /a/とその異音

 2.2.5 シュワー母音 [E]

 2.2.6 ジバーリ・アラビア語の短母音
記述のための音声表記

 2.2.7 長母音

 2.2.8 強勢（アクセント）

 2.2.9 イマーラ

 2.2.10 音節構造

3 形態論

 3.1 代名詞

 3.1.1　独立代名詞

 3.1.2　接尾代名詞

　3.2　指示詞

 3.2.1　指示代名詞

 3.2.2　指示接頭辞 ha

 3.2.3　指示副詞

　3.3　疑問詞

　3.4　名詞

 3.4.1　女性形語尾（tā’ marbūt¢a）

 3.4.2　双数形

 3.4.3　複数形

　3.5　動詞

 3.5.1　強動詞の完了形

 3.5.2　強動詞の未完了形

 3.5.3　強動詞の命令形

 3.5.4　弱動詞

 　3.5.4.1　C1=wの動詞

 　3.5.4.2　C1=（ハムザ）の動詞

 　3.5.4.3　C2=w～ yの動詞

 　3.5.4.4　C2=（ハムザ）の動詞

 　3.5.4.5　C3=yの動詞

 　3.5.4.6　C3=（ハムザ）の動詞

 　3.5.4.7　C2=C3の動詞

 3.5.5　「来る」の動詞

 3.5.6　「与える」の動詞

 3.5.7　「見る」の動詞

4　ジバーリ・アラビア語の系統
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略語表
sg=singular（単数形）

du=dual（双数形）

pl=plural（複数形）

m=masculine（男性形）

f=feminine（女性形）

c=common gender（男女同形）

nom=nominative（主格）

acc=accusative（対格）

gen=genitive（属格）

S=Subject（主語）

V=Verb（動詞）

O=Object（目的語）

Ad=Adverb（副詞）

T=Topic（話題語）

F=Focus（焦点語）

pro～ p=pronoun（代名詞）

rel.=relative（関係詞）

v.=verb（動詞）

trans.=transitive（他動詞）

intrans.=intransitive（自動詞）

adj.=adjective（形容詞）

conj.=conjunctive（接続詞）

Pf.=Perfect（完了形）

Impf.=Imperfect（未完了形）

Impr.=Imperative（命令形）

Ap.=active participle（能動分詞）

Cl.A.=Classical Arabic（古典アラビア語）

MSA=Modern Standard Arabic（現代標準アラビア語）

Cairene Ar.～ CA=Cairene Arabic（アラビア語カイロ方言）

lit.=literally means（文字通りの意味）

→ =共時的派生または変形

＞ =通時的変化
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1　はじめに1）

1.1　ジバーリ部族とジバーリ・アラビア語2）

　ジバーリ部族はエジプトのシナイ半島南部に住むベドウィン（アラブ遊牧民）であ

る。ジバーリ（Jibālī）3）という名前は，アラビア語の「山」を意味するジャバルの複

数形ジバールから派生した形であり，本来は「山の人々」を意味する。

　西暦 6世紀にビザンツ皇帝ユスティニアヌス I世が聖カトリーヌ修道院を創建した

とき，ボスニア（旧ユーゴスラビア南西部），ワラキア（ルーマニア南部），アレキサ

ンドリア（エジプト）から二百家族余りの農奴を強制移住させて，修道僧の警護や身

辺雑事にあたらせた。彼らの子孫が現在のジバーリ部族であるとされている。かつて

は聖カトリーヌ修道院周辺に住んでいたが，現在ではワーディ・フェイラーンや

トゥール近郊にも居住している。ウヘーバート，ヘーマート，アウラード・ジュン

ディー，ハマーイデという四支族に分かれており，全体の構成員数はほぼ二千人弱と

推定される。イスラム教が勃興する以前はキリスト教を信仰していたが，アラブ系諸

部族との交渉が増すにつれてイスラム教を受け入れた。

　西暦 10世紀にエウティキウスが著した『年代記』では，ジバーリ部族の祖先に対

して「家内奴隷（召使）」という表現を使っている。移住当初の彼らは，血縁や地縁

で結ばれた民族集団というよりはむしろ，修道院の警護と身辺雑務の世話の二つを基

本的役割とする，様々な技術を持った人々の集団だったらしい。そのような状況のな

かでジバーリ部族の人々は，周辺諸部族との日常的な接触を通じて徐々にベドウィン

的な部族組織や生活様式を学んだと思われる。シナイ半島をめぐる国際情勢の変化

は，ジバーリ部族と南シナイの諸部族，そして聖カトリーヌ修道院との関係にも大き

な影響を与えた。現在では，約三十人ほどのジバーリ部族の男性が聖カトリーヌ修道

院での労働に従事している。労働の内容は基本的に修道僧や農園の世話である。一定

期間の労働が終わると，族長の任命によって別の部族員が交代するシステムになって

いる。労働賃金も聖カトリーヌ修道院外の場所での相場にみあっており，形式上は通

常の労使関係とかわらない。賃金労働の機会の増加や部族人口の増加によって，物理

的にも聖カトリーヌ修道院から離れて生活を営む者が増えている。

　言語の面では，移住当初はラテン語（あるいはギリシア語か）の方言を話していた

らしいが，徐々にアラビア語を話すようになった4）。現在では独特の方言特徴を持っ

ているものの，いわゆるベドウィン系のアラビア語方言に分類できるアラビア語を話
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している。ジバーリ部族の話す言葉がアラビア語化していった過程については資料が

まったく残っていないので詳しくはわからない。様々な断片的証拠を考え合わせる

と5），アラビア語化の過程で特殊なピジン・クレオール的アラビア語が発生していた

可能性が非常に高い。最初期のジバーリ部族は，圧倒的優位にたっていた周辺のベド

ウィン諸部族を相手に物々交換をはじめとする取引をしなくてはならなかった。その

さいには，優位にあるベドウィンが使用していた語彙を借用し，具体的かつ日常的な

内容のみを話題にしたと思われる。コミュニケーションのための共通語を持たない集

団間で一時的に用いられる言語であるピジン的アラビア語が，特定集団の母語として

定着していく過程において，不完全なものであったピジン的アラビア語を言語として

十分機能させるために，どちらの言語のものでもない特徴や規則が生まれ，クレオー

ル的アラビア語が生まれたと推定される。その後，いわゆる脱クレオール化の過程の

なかで，周囲のベドウィン方言への同化作用によって地域共通の言語特徴を獲得して

いく一方，ジバーリ部族としての集団的アイデンティティーのための言語的指標を保

持する言語的社会力学による異化作用によって，独自の言語特徴を発達させていった

と推定できる。

1.2　言語データについて

　ジバーリ・アラビア語の分析のために用いる言語データは，すべてシナイ半島南部

における参与調査によって収集したものである。基本となるデータは，主として以下

の三人のジバーリ部族の人びとから聞き取ったものである。

　S氏（男性）6）：1908年にワーディ・フェイラーンで生まれた。1967年まで同地に

住み，その後トゥールの町へ家族とともに引っ越した。

　M婦人（女性）7）：1942年にワーディ・フェイラーン近くのバガーボグというジバー

リ部族だけが住む村に生まれた。S氏の長男と結婚して，ワーディ・フェイラーンに

移り住み，1967年に家族とともにトゥールへ引っ越した。

　K嬢（女性）：S氏の長男とM婦人の娘で，1970年にトゥールで生まれた。双子の

姉妹の妹である。

　三人とも敬虔なムスリムである。とくに S氏はコーランの章句を暗唱しているほ

どであるが，文字を読むことはできない。彼の家系はジバーリ部族の重要な聖者につ

ながる家系で，ジバーリ部族のシェイフ（族長）とも姻戚関係にあり，現在は息子の

代になってはいるものの，ジバーリ部族内でも一目置かれる存在である。そのために

シナイ半島内の部族関係やジバーリ部族の社会について詳しい。M婦人も文字を読
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むことができないが，ジバーリ部族に口承で伝わる伝説や民話をそらんじており，バ

ガーボグ8）という沙漠のなかの村で伝統的な暮らしを経験したこともあって，ジバー

リ部族の生活文化に詳しい。K嬢は学校教育を受けており，標準アラビア語および英

語の読み書きができる。三人の全員がテレビやラジオなどの影響もあり，カイロ方言

が理解できる。S氏とM婦人の話す言葉が，男性と女性という違いはあるものの，

異同があまりないのに対して，K嬢の言葉はトゥールの町の言葉やカイロ方言の影響

をより多く受けている。とくに中年以上のジバーリ部族の人びとにも当てはまること

ではあるが，S氏のような男性の方が，言語生活において場面と会話相手に応じてい

くつかの社会方言を使う言語運用能力を持っている一方，M婦人のような比較的高

齢の女性の方が，より保守的な古い言語形式を使用する傾向にある9）。特記すべきこ

ととして，イスラエル占領時代に当局がジバーリ部族を重用したこともあり，中年以

上の人々の多くは日常会話程度の現代ヘブライ語の運用力を有している。

　以下の記述言語学的分析では，特にアラビア語の比較方言学的観点から重要である

ジバーリ・アラビア語の言語特徴に焦点を当てながら，音韻論と形態論について記述

的分析を行なう。

2　音韻論

2.1　子音

2.1.1　子音体系

　ジバーリ・アラビア語における子音の音素体系は以下の表に示す通りである。

表 1　ジバーリ・アラビア語の子音体系10）

破裂音 摩擦音 強調音（咽頭化音） 鼻音 接近音

両唇 b m w
唇歯 f
歯間 T / D D¢

歯 t / d s / z  / () /  n r
歯茎口蓋 š / 
口蓋 y
側音 l
軟口蓋 k / g
口蓋垂 (q) χ / 
咽頭  / 
声門 () h
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　有声／無声の対立による子音の系列に加えて，アラビア語言語学で強調音

（emphatics）あるいは強勢子音（emphatic consonants）とよばれる咽頭化音の系列があ

る。括弧で示した音素（/q/, //, //）は，標準アラビア語（古典アラビア語）またはア

ラビア語カイロ方言からの借用語のなかで生起する子音である。以下，比較方言学的

に重要な項目について記述する。

2.1.2　歯間摩擦音 /T/, /D/, /D¢/の保持

　無声の歯間摩擦音 /T/が保持されている。例：/Tōb/「着物」（II-1）11）；/maTal/「こと

わざ」（X-18）；/mirāT/「すき」（V-26）。語末にくる場合には，/barūT～ barūt/「の

み」（XIX-51）のように，対応する閉鎖音となることもある12）。

　有声の歯間摩擦音 /D/が保持されている。例：/Dahab/「金」（XVII-67）；/kDūb/「う

そ」（X-19）；/XaD (Pf.)/「取る」（XIV-2）。/zirdebbÓ～ zirDebbÓ/「岩山」（XVII-35）13）

や /migDāf～ migdāf/「かい，オール」（IX-33）のように，対応する閉鎖音による変異

形がみられる場合もある14）。

　有声歯間摩擦音の強調音 /D¢/が保持されている。例：/D¢ēf/「客人，お客」（VII-38）；

/aD¢īm/「偉い」（XXI-33）；/arD¢/「土地，地面」（XVII-33）。カイロ方言の影響によって，

対応する閉鎖音の形式が特に若い世代で使用されるようになっている。例：/XoD¢ār～
Xoār/「野菜」（III-15）15）。

2.1.3　/q/とその反射形 /g/

　古典アラビア語の /q/は有声の /g/である。例：/gāl (Pf.)/「言う」（X-6）；/bagara/

「牛」（XIX-11）；/warag/「葉」（XVIII-9）16）。古典アラビア語あるいは現代標準アラビ

ア語からの借用語では，無声の /q/が保持される。例：/garyÓ～qaryÓ/「村」（VIII-1）17）。

2.1.4　声門閉鎖音（ハムザ）

　語頭のハムザ：語頭のハムザ音は脱落するか，/w/に変化する。例：/wakl～ akl/「食

べ物」（III-1）（<*/akl/）。第 1語根がハムザ音の動詞の場合は，ハムザ音のみが脱落

するか，あるいはハムザ音を含んだ音節が脱落し，2語根動詞となる。例：/amar (Pf.)/

「命令する」（X-35）（<*/amara/）；/kal (Pf.)/「食べる」（III-43）（<*/akala/）；/XaD (Pf.)/

「取る」（XIV-2）（<*/aXaDa/）18）。

　語中のハムザ：語中のハムザ音は脱落し，先行の母音が補償的に長母音化する。

例：/rās/「頭」（I-1）（<*/ras/）19）。一部の動詞については，ハムザ音（声門閉鎖音）
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が咽頭摩擦音 //に変化している。例：/raa (Pf.)/「見（え）る」（I-73）（<*/raā/）；/saal 

(Pf.)/「問う」（X-9）（<*/saala/）。

　語末のハムザ：語末のハムザ音は脱落する。例：/gara (Pf.)/「読む」（X-28）

（<*/qaraa/）；/bada (Pf.)/「始める」（XV-3）（<*/badaa/）；/baī/「遅い，ゆっくりとし

た」（IX-19）（<*/baī/）。

2.1.5　無声化

　語末の位置で有声の閉鎖音は無声化する傾向にあるが，特に /g/については無声化

が顕著である。例：/sūg/「市（場）」（VIII-4）=[sūg～ sūk]20）。

2.1.6　帯気化

　語末の位置で無声の閉鎖音は気音を帯びて発音される傾向にあるが，特に二人称単

数男性の接尾代名詞 /-k/については帯気化が顕著である（/_C#+k/→ [_C+kh]）21）。

2.1.7　強調音化

　強調音（咽頭化音）は隣接する子音に影響を及ぼす。例：/iād (Pf.)/「猟に行く，

狩 る 」（VIII-13）（<*/itād/）；/maa (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)/「 伸 ば す 」（XIV-16）

（<*/maat/）；/amman (Pf.)/「安心する」（XVI-26）（<*/tamman/）22）。

2.1.8　同化

　順行同化（前接の子音に同化する場合）：

t>　例：/ele (Impf. 3 sg.f.～ 2 sg.m.)/「間違える」（XXI-14）（<*/elet/）23）。

th>tt　例：/bēttÓ（～ bēthÓ）/「彼女の家」（IV-1）；/taattom（～ taathom）/「彼らの下」

（XXII-9）24）。

　逆行同化（後接の子音に同化する場合）：

dt>tt　例：/wlitti (Pf. 2 f.)/「産む」（VI-1）（<*/wlidt/）；/waatt (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)/「約

束する」（X-11）（<*/waadt/）25）。
Dt>tt 例：/Xatt (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)/「取る」（XIV-2）（<*/XaDt/）。

td>dd 例：/ddarres (Impf. 3 sg.f.～ 2 sg.m.)/「教える」（XVI-7）（<*/tdarres/）。

t> 例：/yitawwaz～ yiawwaz (Impf.)/「結婚する」（VII-33）。

tz>zz 例：/zzahher (Impf. 3 sg.f.～ 2 sg.m.)/「咲く」（XVIII-14）（<*/tzahher/）。

ln>nn 例：/gunnÓ (Pf. 1 pl.)/「言う」（X-6）（<*/gulnÓ/）；/nzinnÓ (Pf. 1 pl.)/「下りる」
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（XV-15）（<*/nzilnÓ/）；/asfannÓ/「私たちの下」（XXII-9）（<*/asfalnÓ/）26）。

　相互同化（互いに部分的に同化する場合）：

h>　例：/maa/「彼女といっしょ」（XXII-25）（<*/mahÓ/）27）。調音位置は咽頭摩

擦音のままで無声化した場合である。

2.1.9　gahawaシンドローム28）

　2子音が連続し，最初の子音が //，//，/X/，//，/h/である場合，母音 /a/が挿入さ

れて音節が開音節化される29）。

　//の例：/yaos (Impf.)/「くしゃみをする」（I-22）（<*/yaus/）30）；/yarag (Impf.)/「汗

をかく」（I-67）（<*/yarag/）31）；/yaDer (Impf.)/「謝る」（XIII-6）（<*/yaDer/）32）；/yaer/

「絞る，しめつける」（XIV-17）（<*/yaer/）33）。

　//の例：/yaalib (Impf.)/「勝つ」（VI-41）（<*/yalib/）；/yaala (Impf.)/「間違える」

（XXI-14）（<*/yala/）；/yaafer (Impf.)/「ゆるす」（XVI-23）（<*/yafer/）cf. /yaafru 

(Impf. 3 pl.m.)/（<*/yaaferu/ <*/yaferu/）；/yaaa (Impf.)/「近づく」（IX-3）（<*/yaa/）。

　/X/の例：/naXalÓ/「ナツメヤシ（の実）」（XVIII-20）（<*/naXlÓ/）；/aXaD¢ar/「緑の」

（XX-33）（<*/aXD¢ar/）；/yaXaba (Impf.)/「殴る，叩く」（XIII-11）（<*/yaXba/）；/yaXala 

(Impf.)/「混ぜる」（XIV-54）（<*/yaXla/）。

　//の例：/baar/「海」（XVII-54）（<*/bar/）；/taat/「（～の）下」（XXII-9）（<*/tata/）；

/aamar/「赤い」（XX-30）（<*/amar/）；/yaafaD¢ (Impf.)/「蓄える，保存する」（XIV-26）

（<*/yafaD¢/）34）。

　/h/の例：/nahar/「川」（XVII-45）（<*/nahr/）35）；/zahara/「花」（XVIII-12）（<*/zahra/）；

/gahawa/「 コ ー ヒ ー」（III-31）（<*/qahwa/）；/yaharab (Impf.)/「 逃 げ る 」（VI-43）

（<*/yahrab/）。

　動詞の未完了形の場合，挿入された母音 /a/にアクセントがある。例：/aXabau (Impr. 

pl.m.)/=[AXA!bAu]（XIII-11）。

　以下の例においては，gahawaシンドロームによる母音挿入というよりも，語末の

2子音連続を避けるための母音挿入規則による形式と考えられる36）。例：/roXow/「弱

い」（XXI-11）（<*/raXw/）37）；/oor/「穴」（XX-6）（<*/ur/）；/D¢ohor/「正午，真昼」

（XXIII-6）（<*/D¢uhr/）。
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2.2　母音

2.2.1　短母音

　ジバーリ・アラビア語における短母音の音素体系は以下の表に示す通りである。

表 2　ジバーリ・アラビア語の短母音

前舌 中舌 後舌

高（狭母音） i u

中

低（広母音） a

　音韻論的に言えば，ジバーリ・アラビア語の短母音体系は標準アラビア語（あるい

は古典アラビア語）と同じ三母音からなる体系であるが，以下で議論するように，こ

れらの三母音の異音として出現する短母音 [e]と [o]についても，少なくとも音韻規

則上は音素に準じるものとして扱える。

2.2.2　短母音 /u/とその異音

　短母音 /u/は，主として後舌狭母音 [u]または後舌半狭母音 [o]として現れる。後者

の [o]は基本的に，強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），および /r/に近接する音

声環境で出現する。例：[yoXX (Impf.)]「（銃で）撃つ」（VI-51）；[yoD¢rob (Impf.)]「殴

る，叩く」（XIII-11）；[moXX]「脳みそ」（I-4）；[ol]「仕事，職業」（VIII-36）；[rom]

「槍」(VI-47)；[ormÓ]「女」（VII-3）。

　ただし，次の例にあるように，基底に想定される長母音 /ō/が音声レベルで短母音

[o]として現れる場合もある。例：[goArt (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)] cf. /gōAr/「行く」（IX-1）。

この場合，基底形の /gōart/から強勢規則による強勢位置の移動とそれに伴う長母音

/ō/の短母音化によって音声形式の [goArt]が現れるとみなすのが妥当な説明であろ

う38）。

　動詞活用形の語末母音が /u/の場合，強勢が移動し強調されて発音されるときには

[o]で現れ，[-ów#]となる。例：[D¢árabu～ D¢arabów (Pf. 3 pl.m.)]「殴る，叩く」（XIII-11）。

2.2.3　短母音 /i/とその異音

　短母音 /i/は，主として前舌狭母音 [i]または前舌半狭母音 [e]として現れる。後者

の [e]は基本的に，強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, /），および /r/に近接する音
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声環境で出現する。また，短母音 /u/の異音である [o]の場合と同様の条件で，上記

以外の音声環境においても出現する。例：[ea]「場所」（XXII-1）；[yD¢ell (Impf. 3 

sg.m.)]「迷う」（IX-13）；[weel (Pf.)]「着く」（IX-13）；[ele]「間違える」（XXI-14）；

[rekeb (Pf.)]「乗る」（IX-21）；[āer]「詩人」（X-17）。

　動詞活用形の語末母音が /i/の場合，強勢が移動し強調されて発音されるときには

[e]で現れ，[-éy#]となる。例：[tálbasi～ talbaséy (Pf. 3 pl.f.)]「着る」（II-2）。

2.2.4　短母音 /a/とその異音

　短母音 /a/には主たる異音として，中舌広母音 [a]と，それより後ろよりの後舌広

母音の [A]，そしてさらに前舌半広母音の [Ó]が観察される。二番目の [A]は基本的に，

強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），および /r/に近接する音声環境で出現する。

　前舌半広母音の [Ó]を短母音 /a/の異音とみなすか，単独の音素として扱えるかに

ついて問題が残る。この母音 [Ó]は以下のような環境で出現する39）。

①　標準アラビア語あるいは古典アラビア語の女性形の語末形式，いわゆるター・

マルブータ（tā’ marbūa）の -ahの反射形であるジバーリ・アラビア語の女性形

は [-Ó]で現れる。例：[gimmÓ]「山頂」（XVII-37）；[dīsÓ]「森」（XVII-41）；[barkÓ]

「池，湖」（XVII-43）。ただし，強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），咽頭音

（//, //），および /r/の後に来る音声環境では，/-a/（[-a]～ [-A]）となる。例：[ara]

「ベール」（II-8）；[goA]「猫」（XIX-9）；[bagarA]「牛」（XIX-11）。また，後続の

名詞あるいは接尾代名詞による所有表現（いわゆるイダーファ）の場合，上記の

音声環境で [-at]となる場合以外は，語末の女性形 -ε は [-Ót]～ [-et]～ [-t]で現れ

る40）。例：/siddānÓ/「ひたい」/siddānto/← /siddānÓt+o/「彼のひたい」（I-5）

②　標準アラビア語あるいは古典アラビア語の接尾代名詞，-hā「彼女の，彼女を」

と -nā「私たちの，私たちを」のジバーリ・アラビア語における反射形はそれぞ

れ，[-hÓ]，[-nÓ]となる。

③　標準アラビア語あるいは古典アラビア語のいわゆるアリフ・マクスーラのジ

バーリ・アラビア語における反射形は，[Ó]となる。例：[nadÓ]「露」（XVII-7）41）。

④　標準アラビア語あるいは古典アラビア語の動詞完了形の三人称単数女性形の標

識である -atは，強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），咽頭音（//, //），お

よび /r/の後に来る音声環境では /-at/（より正確には [-at]～ [-At]）となるが，そ

れ以外の音声環境では /-Ót/となる。例：/elat (Pf. 3 sg.f.)/「間違える」（XXI-14）；
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/bāD¢at (Pf. 3 sg.f.)/「（卵を）産む」（XIX-72）；/rawwaat (Pf. 3 sg.f.)/「行く」（IX-1）；

/maarat (Pf. 3 sg.f.)/「雨が降る」（XVII-6）；/XaDÓt (Pf. 3 sg.f.)/「取る」（XIV-2）；

/ābÓt (Pf. 3 sg.f.)/「持って来る」（IX-23）；/welÓt (Pf. 3 sg.f.)/「着く」（IX-13）。

　①–④にあげたような音声環境で広母音の /a/が狭母音化される現象は，アラビア語

の古典文法学の音声記述においてイマーラ（’imāla）42）とよばれた現象の一つである。

若年層のあいだでは，標準アラビア語あるいはアラビア語カイロ方言の影響，あるい

はその影響をうけた教養あるジバーリ・アラビア語話者の影響によって，上記の①–

④における音声環境においても，[Ó]の代わりに [a]を使う傾向にある。

2.2.5　シュワー母音 [E]

　強勢のない開音節に生起する狭母音の /i/と /u/，またまれには広母音の /a/は，シュ

ワー（schwa）母音（あいまい母音）の [E]で現れることがある43）。例：[yinzElu (Impf. 

3 pl.m.)]「下りる」（XV-15）cf. /yinzil (Impf.)/；[yitEren (Impf. 3 pl.f.)]「買う」（XII-4）

cf. /yitiri (Impf.)/；[mdarrEsīn (pl.m.)]「先生」（VIII-9）cf. /mdarris (sg.m.)/；[mraEa (sg.

f.)]「寒い」（XVII-31）cf. /mraa (sg.m.)/。女性形語尾もシュワー母音となる場合が

ある。例：[magaEtēn (du.)]「ほうき」（V-30）cf. /magaÓ (sg.)/44）；[allEtēn (du.)]「鍋，

釜」（V-10）cf. /allÓ (sg.)/45）。また，命令形等において語頭にくる（狭）母音に強勢

がない場合，シュワー母音となる。例：[iktibi (Impr. sg.f.)]「書く」（X-27）→ [ìktíb～
Ektibi] cf. /iktib (Impr. sg.m.)/；/aXayyÓ+i/「私の姉妹」（VII-26）→ /aXayti/=[aXAyti～

EXAyti]46）。

　日常のカジュアルな発話においては，このシュワー母音は聴覚的にはほとんど聞き

取れなくなり，音声学的にはシュワー母音の脱落によって 3子音クラスターとな

る47）。また，これらの 3子音クラスターのなかで第 1子音と第 2子音が同じ子音であ

る場合は，一つの子音が脱落する傾向にある。例：[fakkEru (Impr. pl.m.)]「見る」（I-74）

→ [fakkru～ fakru] cf. /fakker (Impr. sg.m.)/48）。また次例のように，シュワー母音を含

む音節が完全に脱落する場合もある。例：[yrawwEu (Impf. pl.m.)]「行く」（IX-1）→

[yrawu] cf. /yrawwa (Impf.)/49）；[mkallEdÓ (sg.f.)]「にぶい」（XX-4）→ [mkaldÓ] cf. 

/mkalled (sg.m.)/；[ayyErīn (pl.m.)]「 小 さ い 」（XX-15） → [ayrīn] cf. /ayyar (sg. 

diminutive)/；[mayyEmÓ (sg.f.)]「曇った」（XVII-3）→ [maymÓ] cf. /mayyem (sg.m.)/。

この傾向は特に若い世代の発音に顕著に観察される。

　強勢のない閉音節においても特にそれが語頭に来る場合，日常のカジュアルな発話
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においては，シュワー母音の [E]が現れることがある。例：/mismār/「釘」（V-21）→

[mE*smA$r]；/rawwatu (Pf. 2 pl.m.)/「行く」（IX-1）→ [ràwwátu～ rEwwátu] cf. /rawwa 

(Impf.)/；/dawwart (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)/「捜す」（XIV-27）→ [dàwwárt～ dEwwárt]。

2.2.6　ジバーリ・アラビア語の短母音記述のための音声表記

　以上のようなジバーリ・アラビア語の母音体系に関する議論と問題点を考慮して，

ここでは比較方言学的な見地から可能な限り正確な言語データを提供するという意味

からも，次の表に示すような母音体系を記述用として採用する。

表 3　ジバーリ・アラビア語の短母音記述のための音声表記50）

前舌 中舌 後舌

狭母音 i u

半狭母音 e E o

半広母音 Ó

広母音 a (A)

2.2.7　長母音

　ジバーリ・アラビア語における長母音の音素体系は以下の表に示す通りである。

表 4　ジバーリ・アラビア語の長母音

前舌 中舌 後舌

高（狭母音） ī ū

中 ē ō

低（広母音） ā

　

　長母音を含んだ音節に強勢が落ちない場合は，各長母音は音声学的にはそれぞれに

対応する短母音に近い長さの音声として現れる。

2.2.8　強勢（アクセント）

　語レベルのアクセントは強弱による強勢アクセントであり，標準アラビア語や他の

アラビア語諸方言と同様に意味を区別する役割を持ってはいない。基本的な強勢規則

は次のようになる。

　閉音節（ただし語末に来る閉音節は除く）または長母音を含んだ音節に強勢が落ち
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る。例：/yistilif (Impf.)/「借りる」（XII-7）→ [yístilif]；/yineleb (Impf.)/「負ける」

（VI-42）→ [yíngeleb]；/badri/「早い」（XXIII-14）→ [bádri]51）。そのような音節が二つ

以上ある場合には，語末に近い方の音節に強勢が落ちる52）。例：/amrā (sg.f.)/「赤い」

（XX-30）→ [amra$]。強勢がない方の音節の長母音は音声的には（少なくとも日常の

カジュアルな発話においては）短母音化される。例：[tiXinīn (pl.m.)]「太った」（VI-7）

← /tiXīn+īn/；[aalīn (pl.m.)]「召使い」（VII-43）← /aāl+īn/；[ebāt (pl.m.)]「老人

（男）」（VII-12）← /ēb(Ó)+āt/；[auzāt (pl.f.)]「老人（女）」（VII-12）← /aūz+āt/。

　長母音も閉音節（語末に来る閉音節は除く）も含まない語の場合は，最初の音節に

強勢が置かれる。ただしその場合でも，語末の音節から数えて三番目を超えて強勢が

置かれることはない。

2音節の例：/ama (sg.)/「義父」（VII-17）→ [A!ma]；/sama (sg.)/「空」（XVII-1）→

[sáma]；/abi (sg.)/「若い」（VII-13）→ [A!bi]；/ani (sg.)/「金持ちの」（VIII-22）→

[A!ni]；/rigi (Pf.)/「上がる」（XV-13）→ [rígi]；/ligi (Pf.)/「見つける」（XIV-28）→ [lígi]；

/simi (Pf.)/「聞く」（I-76）→ [sími]；/ele (Pf.)/「上がる」（XV-13）→ [éle]；/enzil 

(Impr. sg.m.)/「下りる」（XV-15）→ [énzil]。

3音節の例53）：/aara (sg.)/「砂漠」（XVII-42）→ [A!ArA]；/aabi (sg.m.)/「乱暴な」

（XXI-2）→ [A!Abi]；/aamar (sg.m.)/「赤い」（XX-30）→ [A!AmAr]。

3音節以上の例：/aXabai (Impr. sg.f.)/「殴る，叩く」（XIII-11）→ [AXA!bAi]。

2.2.9　イマーラ

　ある特定の音声環境において広母音 /a/の調音位置が狭まって /i/に近くなること

を，アラブ古典文法学ではイマーラ（原義は「傾くこと」）と呼ぶ。広義には女性形

語尾の音変化もイマーラに入るが，狭義には狭母音 /i/あるいはその長母音 /ī/の近隣

にある音声環境における広母音 /a/（さらに長母音 /ā/）の音変化のことを指す。ここ

では特に /C1aC2īC3(a)/の語構造における最初の /a/の扱われ方が問題となる。

　C1または C2の子音が，強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），咽頭音（//, //），

および /r/の場合は，/a/が保持される。例：/anīb/「隣人」（VII-37）；/laīf/「優しい」

（XXI-3）；/D¢aīf/「弱い」（XXI-12）；/naD¢īf/「きれいな」（XXI-29）；/adīg/「友達」

（VII-36）；/aī/「正しい」（XXI-12）；/Xafīf/「軽い」（XXIV-25）；/taXīn/「厚い」

（XX-26）；/awī/「深い」（XXII-21）；/aīr/「小さい」（XX-15）；/abīb/「恋人」

（XVI-14）；/alīb/「牛乳，ミルク」（III-27）；/atīg/「古い」（XXI-25）；/baīd/「遠い」

（XXII-17）54）；/razīn/「優しい」（XXI-3）；/sarī/「速い」（IX-18）55）。
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　上記の子音以外の音声環境においては，/i/または /e/となるか，脱落するかである。

/i/になる場合の例：/yimīn/「右」（XXII-12）；/kibīr/「大きい」（XX-14）56）；/simīn/「太

い」（XX-24）；/kiTīr/「たくさんの，多くの」（XXIV-76）57）。

/e/になる場合の例：/gedīm/「古い」（XXI-25）；/gebī/「醜い」（XXI-28）；/wesī/「広

い」（XXII-23）58）。

母音が脱落する例：/fgīr/「貧しい」（VIII-23）；/mīl/「美しい」（XXI-27）；/Tgīl/「重

い」（XXIV-74）；/glīl/「少ない，少しの」（XXIV-77）59）。

　ジバーリ・アラビア語では基本的にアクセントがない開音節の母音 /i/あるいは /u/

は脱落するので，通時的には，C1または C2の子音が強調音（咽頭化音），口蓋垂音

（/χ/, //），咽頭音（//, //）および /r/の場合以外の音声環境においては，/a/がイマー

ラによって狭母音化した後に脱落したと考えられる。特記すべき点としては，若い人

たちの発音においては，C1または C2の子音が強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），

咽頭音（//, //）および /r/の場合でも，カイロ方言の影響からか母音が狭く調音され

る傾向にある。たとえば，/awīl/「長い」（XX-22）／「（背の）高い」（XX-16）は，

[Awīl～ [Ówīl]～ [öwīl]のような変異形として発音される。

2.2.10　音節構造

　/#CCV-/：語頭に二つの子音連続をもつ音節構造が可能である。例：/yānan/「しば

しば，時々」（XX-28）（<*/ayānan/）；/lwān/「色（pl.）」（<*/alwān/）；/sbū/「週」

（XXIII-30）（<*/usbū/）；/zīra/「島」（XXVII-58）（<*/izīra/<*/azīra/）。

　/-CC#/>/-CVC#/：語末の二つの子音連続は基本的に保持されているが，母音が挿入

される場合もある。例：/wazen/「体重」（XX-19）（<*/wazn/） cf. /waznok/「あなたの

体重」；/wee/「悪い」（XXI-16）（<* wa/）cf.weÓ (sg.f.)/60）。

　シュワー母音の脱落によって 3子音クラスターが形成されることがあるが，その場

合，音節の脱落現象が起きる（上記の 2.2.5の説明を参照）。

3　形態論

3.1　代名詞

3.1.1　独立代名詞

　ジバーリ・アラビア語の独立代名詞は以下の通りである。
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単数  複数

1 c.「私」 ana 1 c.「私たち」 ina

2 m.「あなた（男）」 inta 2 m.「あなたたち（男）」 intu (~intow)

2 f.「あなた（女）」 inti (~intey) 2 f.「あなたたち（女）」 inten

3 m.「彼」 hū (~hūwa) 3 m.「彼ら」 hummo (~humma)

3 f.「彼女」 hī (~hīye~hīya) 3 f.「彼女ら」 hennÓ

　2 f.「あなた（女）」：文全体のなかで強調して発音される場合は，強勢が語末の方

の母音に置かれ，[intéy]となる61）。

　3 m.「彼」：カイロ方言の影響で /hūwa/も使われる62）。

　3 f.「彼女」：カイロ方言の影響で /hīye~hīya/も使われる63）。

　2 m.「あなたたち（男）」：文全体のなかで強調して発音される場合は，強勢が語末

の方の母音に置かれ，[intów]となる64）。

　3 m.「彼ら」：カイロ方言の影響で /humma/も使われる65）。

　2 f.「あなたたち（女）」・3 f.「彼女ら」：三人称複数形で男性と女性を区別する代

名詞が使われるのは，ベドウィン（遊牧民）方言の特徴である。

3.1.2　接尾代名詞

　ジバーリ・アラビア語の接尾代名詞は以下の通りである。

単数  複数

1 c.「私」（名詞 +） C+i (~ī) 1 c.「私たち」 nÓ

 V+y (~yi)

 （動詞 +） ni (~nī)

2 m.「あなた（男）」 CV(C)+ku 2 m.「あなたたち（男）」 kom

 CC~v@C+ok

2 f.「あなた（女）」 CV(C)+k 2 f.「あなたたち（女）」 ken

 CC~v@C+ek

3 m.「彼」 C+o 3 m.「彼ら」 hom

 V+(h)

3 f.「彼女」 hÓ 3 f.「彼女ら」 hen
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　1 c.「私」：名詞に接尾される代名詞は，子音に後接する場合と母音に後接する場合

では異なる。子音の後ろでは /i (~ī)/が，母音の後ろでは /y (~yi)/が使われる66）。例：

/galam+i/→ /galami/「私のペン」；/bēt+i/→ /bēti/「私の家」；/ala+y/→ /alāy/「私の上

で」67）。/-ī/や /-nī/は強勢が置かれて長母音化した場合である68）。例：/galam+i/→

[gálami～ galamī́]「私のペン」；/D¢arab+ni/→ [D¢arábni～ D¢arabnī́]「彼が私をなぐった」。

/-yi/は長母音に後接する場合に生起するが，/-y/の方が普通の形式である。例：

/abu+y/→ [abūy～ abūyi]「私の父」69）。

　2 m.「あなた（男）」：母音または閉音節の子音に後接する場合に，/ku/が使われ，

それ以外の音節の子音に後接する場合は，/ok/が使われる70）。例：/D¢arabku/「彼があ

なた（男）をなぐった」；/galamku/「あなた（男）のペン」；/alāku/「あなた（男）の

上で」；/banok/「あなた（男）の内側で」；/bētok/「あなた（男）の家」。子音に後接

する /-ku/の語末母音 /u/は，日常のカジュアルな発話においてはシュワー母音化ある

いは聴覚的には無母音に近くなる。音声学的には母音脱落の代償とも考えられるが，

通常は軟口蓋で調音される /k/の調音位置がいくぶん後ろよりになる聴覚印象を与え

る71）。また語末子音であるにもかかわらず，無声の無気音として現れるが，このこと

は次で述べるように，二人称単数女性形の接尾代名詞の /-k/が強い帯気をもって発音

されるのと関連する可能性がある。

　2 f.「あなた（女）」：母音または閉音節の子音に後接する場合に，/k/が使われ，そ

れ以外の音節の子音に後接する場合は，/ek/が使われる72）。例：/D¢arabk/「彼があなた

（女）をなぐった」；/galamk/「あなた（女）のペン」；/alāk/「あなた（女）の上で」；

/D¢arabtek/「私が（または，あなた（男）が）あなた（女）をなぐった」；/bētek/「あ

なた（女）の家」。/k/は非常に強い帯気音とともに発音される。例：/D¢arabk/→

[D¢arabkh]；/taatk/→ [taatkh]（XXII-9）。有気／無気の対立はジバーリ・アラビア語の

音韻論において弁別的ではないが，強調音（咽頭化音）は余剰的な示差的特徴として

無気性をもっており，同じ調音点の子音との弁別において二次的に関与している73）。

したがって，二人称単数男性形の接尾代名詞のところで触れたように，母音または閉

音節の子音に後接する音声環境において，音韻論的には /ku/（2 m.「あなた（男）」）

vs. /k/（2 f.「あなた（女）」）の対立を想定したいが，音声学的には，前者が無気音で，

後者が有気音として現れていると考えたい74）。

　3 m.「彼」：子音に後接する場合と母音に後接する場合では異なり，まず子音の後

ろでは /o/が使われる75）。例：/D¢arabo/「彼が彼をなぐった」；/galamo/「彼のペン」；

bēto「彼の家」。母音の後ろでは /(h)/となるが，音声学的には接尾代名詞が後接する
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ことにより，強勢移動が起り，当該の母音が長母音化される76）。例：/D¢arabtu+(h)/→

[D¢arabtū́(h)]（cf. D¢arábtu）「あなたたち（男）は彼をなぐった」；/kursi+(h)/→ [kursī́(h)]

（cf. kúrsi）「彼のいす」。

　3 f.「彼女」：/hÓ/の母音は狭く発音される77）。接続する単語の語末が 2子音連続と

なっている場合，シュワー母音が入る。例：/D¢arabhÓ/「彼が彼女をなぐった」；

/galamhÓ/「彼女のペン」；/kursīhÓ/「彼女のいす」；/ogbEhÓ/「彼女の後ろから」78）。主

として無声子音 /t/に後接する場合，同化が起る。例：/taat+hÓ/→ [taathÓ～ taattÓ]

「彼女の下に」79）；/šolat+hÓ/→ [šolathÓ～ šolattÓ]「彼女の（もの）」80）。また前接の

子音が咽頭音の //の場合は，相互に部分的な同化が起り，両子音ともに //となる。

例：/ma+hÓ/→ [maÓ～ (mahÓ)]「彼女といっしょに」81）。

　1 c.「私たち」：/nÓ/の母音は狭く発音される82）。接続する単語の語末が 2子音連続

となっている場合，シュワー母音が入る。例：/D¢arabnÓ/「彼が私たちをなぐった」；

/galamnÓ/「私たちのペン」；/bētnÓ/「私たちの家」；/ogbEnÓ/「私たちの後ろから」83）。

　2 m.「あなたたち（男）」・2 f.「あなたたち（女）」：女性複数形の接尾代名詞が存

在するのは，ベドウィン方言の特徴である。/kom/と /ken/ともに，接続する単語の

語末が 2子音連続となっている場合，シュワー母音が入る84）。例：/D¢arabkom/「彼が

あなたたち（男）をなぐった」；/D¢arabken/「彼があなたたち（女）をなぐった」；

/galamkom/「あなたたち（男）のペン」；/galamken/「あなたたち（女）のペン」；

/bētkom/「あなたたち（男）の家」；/bētken/「あなたたち（女）の家」；/ogbEkom/「あ

なたたち（男）の後ろから」；/ogbEken/「あなたたち（女）の後ろから」85）。

　3 m.「彼ら」・3 f.「彼女ら」：女性複数形の接尾代名詞が存在するのは，ベドウィ

ン方言の特徴である。/hom/と /hen/ともに，接続する単語の語末が 2子音連続となっ

ている場合，シュワー母音が入り，また /hÓ/の場合と同じように，前接する子音と

/h/音が同化する傾向にある86）。例：/D¢arabhom/「彼が彼らをなぐった」；/D¢arabhen/

「彼が彼女らをなぐった」；/galamhom/「彼らのペン」；/galamhen/「彼女らのペン」；

/bēttom/「彼らの家」；/bētten/「彼女らの家」；/ogbEhom/「彼らの後ろから」；

/ogbEhen/「彼女らの後ろから」；/maom/「彼らといっしょに」（← /ma+hom/）；

/maen/「彼女らといっしょに」（← /ma+hen/）87）。

3.2　指示詞

3.2.1　指示代名詞

　ジバーリ・アラビア語には，標準アラビア語（古典アラビア語）と同様，遠近の対
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立による次のような指示代名詞がある。

単数形 男性形 女性形

近（これ） ða (~ðe)～ hāða (~hāðe) ði～ hāði

遠（あれ・それ） ðāka～ haðāka ðīke～ haðīke

複数形

近（これら） ðell～ ðōl ðellet

遠（あれら・それら） ðallāka ðallāket

　近（これ）88）：通常の男性形は /ða/だが，狭母音の /ðe/が自由交替として現れるこ

ともある。女性形も通常は /ði/だが，強勢が置かれるときには [ðéy]（音韻論的には

/ðiy/）となる。無標の位置はカイロ方言と同じように修飾する名詞の後ろに置かれ

る。男性形の /hāða (~hāðe)/および女性形の /hāði/は，指示接頭辞の /ha~hā/と当該の

指示代名詞の複合形である89）。指示接頭辞のつかない形式，指示接頭辞の複合形によ

る形式，指示接頭辞が分離された形式の，以下のような三種類の指示代名詞と名詞の

表現が可能である。

①［定冠詞 +名詞 +指示代名詞（指示接頭辞なし）］90）

②［指示接頭辞つき指示代名詞 +定冠詞 +名詞］

③［指示接頭辞 +定冠詞 +名詞 +指示代名詞（指示接頭辞なし）］

男性形の例：① /iggalam ða/「このペン」；② /hāða ggalam/「このペン」；③ /haggalam 

ða/「このペン」。女性形の例：① /ilbint ði/「この娘」；② /hāði lbint/「この娘」；③

/halbint ði/「この娘」。

　遠（あれ・それ）91）：指示接頭辞の /ha~hā/のつかない形とそれとの複合形があ

る92）。男性形の例：① /ilwalad ðāka/「あの少年」；② /haðāka lwalad/「あの少年」；③

/halwalad ðāka/「あの少年」。女性形の例：① /ilormÓ ðīke/「あの女」；② /haðīke 

lormÓ/「あの女」；③ /halormÓ ðīke/「あの女」。

　近（これら）93）：指示代名詞の複数形の場合に，男性形と女性形という性の区別が

あるのは，ジバーリ・アラビア語の特徴の一つである94）。男性形の場合，/ðell/の方

が本来のジバーリ・アラビア語の方言形と考えられる。/ðōl/の方はおそらくカイロ

方言の影響であり95），若年層の話者で多用される。例：/lerğāl ðell~ðōl/「これらの男

たち」；/ilarīm ðellet/「これらの女たち」96）。指示接頭辞の /ha~hā/が先頭に置かれた

構造も可能である。例：/halerğāl ðell/「これらの男たち」；/halarīm ðellet/「これらの
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女たち」。

　遠（あれら・それら）97）：指示代名詞の複数形の場合に，男性形と女性形という性

の区別があるのは，ジバーリ・アラビア語の特徴の一つである98）。男性形の例：

/lerğāl ðallāka/「あれらの男たち」；/ilbanāt ðallāket/「あれらの娘たち」99）。指示接頭辞

の /ha~hā/が先頭に置かれた構造も可能である。例：/halerğāl ðallāka/「これらの男た

ち」；/halbanāt ðallāket/「これらの女たち」。

　指示代名詞の語順についてまとめると，次のようになる。

　主語となる場合は文頭に置かれる。述部の名詞とは性と数で一致するが，複数の場

合は単数形の指示代名詞が使われることもある。

例： ðōl erğāl

 these (pl.m.)-S  men (pl.m.)

 「これらは（=男性複数形）男たちです」

 ðāka  wlād

 that (sg.m.)-S   boys (pl.m.)

 「あれは（=男性単数形）少年たちです」

　先述したように指示代名詞が名詞を修飾する場合は，指示接頭辞の /ha~hā/との組

み合わせで①–③にあげたような 3通りの語順が可能である。/ðāka/を例に可能な組

み合わせを以下に示す。

① ilwalad ðāka［定冠詞 +名詞 +指示代名詞（指示接頭辞なし）］100）

 the-boy  that

② haðāka  lwalad［指示接頭辞つき指示代名詞 +定冠詞 +名詞］

 ha-that  the-boy

③ halwalad ðāka［指示接頭辞+定冠詞+名詞+指示代名詞（指示接頭辞なし）］

 ha-the-boy  hat

　指示接頭辞の /ha~hā/は常に先頭に置かれ，談話のなかで聞き手に特に注意をうな

がしたい部分を強調するという機能を持っており，後置された次のような表現は非文

法的と判断される101）。

* ilwalad haðāka

 the-boy ha-that

　①の形式が最も無標な指示表現であり，③の形式は指示接頭辞の /ha~hā/によって

聞き手に注意を喚起したい場合に用いられる。②の形式については，指示代名詞が対
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象とする人物あるいは物事に関して，話し手が何らかの（しばしば直接的な）知識ま

たは情報を有している場合（したがって聞き手はそのような知識または情報を有して

いないと話し手が判断した場合）に，聞き手の注意を喚起する強調的な指示表現とし

て用いられる102）。

例： haðāka  lwalad šufto imbāre

 ha-that  the-boy-O  saw-I-pro(O=the boy)  yesterday

 「（ほら～あぁ）あの少年なら，きのう私が（実際に）見ました」103）

3.2.2　指示接頭辞 ha

　指示接頭辞の /ha(~hā)/は，指示代名詞に前接するだけでなく，普通名詞や固有名

詞にも前接し，一般に聞き手と話し手のあいだでの情報のやりとりに関する談話機能

を有している。例えば，ある一人の女性がやって来て今ここにいるという状況を想定

した場合，次の文は最も無標の表現である。

例： ① ormÓ āD¢ra

  woman-S  present (sg.f.)104）

  「（ある一人の）女性が（今ここに）いる」

この場合，主語が後置された次のような文も可能である。特に後でみるように固有名

詞が主語となる場合は，むしろこちらの方の語順が好まれる。

例： ② āD¢ra ormÓ

  present (sg.f.)  woman-S

  「（ある一人の）女性が（今ここに）いる」

談話の中で話題化された特定の女性が主語となる場合は，次の例のように定冠詞のつ

いた表現となる。

 例： ③ ilormÓ āD¢ra

   the-woman-S  present (sg.f.)

   「その女性は（今ここに）いる」

指示接頭辞の /ha/が名詞に付く場合，常に定冠詞を伴う。

 例： ④ halormÓ āD¢ra

   ha-the-woman-S  present (sg.f.)

   「ほら，その女性なら（今ここに）いるよ」

　①–③のような表現は主語が固有名詞の場合も同様になる。次の例のなかで，⑤が

①または②に対応する最も無標の表現であり，⑥が③に対応し，主語のラビーウが話
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題化された文である。⑦は④に対応し，指示接頭辞の /ha/が固有名詞に前接している。

 例： ⑤ āD¢er rabī

   present (sg.m.)  Rabī-S

   「ラビーウが（今ここに）いる」

  ⑥ rabī āD¢er

   Rabī-S  present (sg.m.)

   「ラビーウは（今ここに）いる」

  ⑦ harabī āD¢er

   ha-Rabī-S  present (sg.m.)

   「ほら，ラビーウなら（今ここに）いるよ」

　このような指示接頭辞の /ha/が持つ基本的な機能は，実際の会話の状況において聞

き手に注意を喚起するものである。定冠詞は談話のなかで前出したり，既知情報とし

て存在する人物や事物を特定化する機能をもっており，話題化という統語現象は既知

情報の部分と新情報の部分を統語的に明示する機能をもっていると言えるが，必ずし

も話し手と聞き手の会話状況を明示的に要求するものではない。指示接頭辞の /ha/

は，話し手にとっては談話のなかで特定化される人物や事物を聞き手にも注意を喚起

することで，談話を進行させるために必要となる関連情報を聞き手と共有するように

促す機能がある105）。したがって，先に指示代名詞における指示接頭辞の機能につい

て議論したように，聞き手を想定した談話のなかで，話し手が何らかの（しばしば直

接的な）知識または情報を有している場合（したがって聞き手はそのような知識また

は情報を有していないと話し手が判断した場合）に，指示接頭辞の /ha/が聞き手の注

意を喚起する強調的な指示表現として用いられる。

　上の例の④と⑦は前後の談話構造のない単独の文なので，単に聞き手に対して注意

を喚起している文とも解釈できるし，話し手と聞き手のあいだですでに特定化され共

有されている人物に関連して，話し手が直接的に見聞した確かな情報を聞き手にこれ

から与えることを強調的に明示する文とも解釈できる。つまり，④や⑦の文では，そ

の女性やラビーウがやって来るかもしれないという情報は，話し手と聞き手のあいだ

で共有されており，話し手は実際にその女性あるいはラビーウがやって来てそこにい

るのを確認したが，聞き手の方はまだ確認できていないと話し手が判断する状況にお

いて，話し手がその当該の人物に指示接頭辞の /ha/を付けることで，話題となってい

る人物に話し手が聞き手にはない情報を所有していることを明示しているのであ 

る。
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　「誰かがそこにやって来ている」かも知れないという情報を話し手と聞き手が共有

している場合は，次のような文も可能である。

 例： ⑧ halāD¢ra ormÓ

   ha-the-present (sg.f.)  woman-S

   「ほら（今ここに）いるのは，女性だよ」106）

  ⑨ halāD¢er rabī

   ha-the-present (sg.m.)  Rabī-S

   「ほら（今ここに）いるのは，ラビーウだよ」

　⑧の文では，男性と女性のどちらかが来るという情報を話し手と聞き手がすでに共

有しており，実際に来ているのが女性ということを話し手が確認した場合であり，男

性ではないという含意がある。また⑨の文では，ラビーウを含めたグループがやって

来るという情報をやはり話し手と聞き手が共有しており，実際に来ているのはラビー

ウということを話し手が確認した場合であり，しばしば言外にラビーウだけしかいな

いという含意もある。

　ここで注意したいのは，このような指示接頭辞の機能は大方において文頭に来る名

詞等に接頭される場合が普通であり，以下のような文は非文法的になる。

 例： ⑩ *ormÓ halāD¢ra

   woman-S  ha-the-present (sg.f.)

　ただし，⑪のような文が話題化された文として，⑫の文は可能である。

 例： ⑪ halāD¢ra (i)lormÓ

   ha-the-present (sg.f.)  the-woman-S

   「ほら（今ここに）いるのは，その女性だよ」

  ⑫ ilormÓ halāD¢ra

   the-woman-T (=S)  ha-the-present (sg.f.)

   「その女性なら，ほら（今ここに）いるよ」107）

3.2.3　指示副詞

　ジバーリ・アラビア語の場所を表わす指示詞は，カイロ方言などの他のアラビア語

方言だけでなく，標準アラビア語や古典アラビア語にも在証されない，特殊な形式を

持っている。以下，ジバーリ・アラビア語（JA）カイロ方言（CA），現代標準アラビ

ア語（MSA）の形式をあげる。
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表 5　近称の指示詞

JA CA MSA

heni108）

hena hunā
nhāni109）

表 6　遠称の指示詞

JA CA MSA

henōt (~hnāk)110） henāk hunāka

　話し手の近くを指す場合，「手の届く範囲」にある比較的近い場所を示す /nhāni/と

いう単語と，もう少し離れた場所を示す /heni/という単語を使い分ける。遠くの場所

を示す指示詞は /henōt/の一つだけである。ジバーリ・アラビア語では話し手を中心

に空間を三分割すると言える111）。

3.3　疑問詞

　ジバーリ・アラビア語の疑問詞は以下の通りである。

誰（who, whom）： mīn

何（what）： ēš～ ē

なぜ（why）： lēš～ lē

どこ（where）： wēn (～ fēn)

いつ（when）： mitēn (～ imta)

どのように（how）： kēf (～ izzay)

どれ，どの（which）： ayyu

いくつ（how many）： kam

いくら（how much）： bkam

どのくらい（how far, how long）： gaddēš～ gadr ēš

　誰（who, whom）112）：/mīn/はカイロ方言と同じようにジバーリ・アラビア語でも語

順が文頭に移動しないWh-in-situ疑問文である113）。

 例： mīn D¢arabku

  who (=S)  struck-you (sg.m.)-O

  「誰があなた（男）をなぐったか？」114）
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  inta D¢arabt mīn

  you (sg.m)-S  struck whom (=O)

  「あなた（男）は誰をなぐったか？」

また，次の例文のように，疑問詞を焦点化し文頭へ移動させたWh-in-comp疑問文も

可能である115）。

 例： mīn illi D¢arabku

  who (=S)  rel.  struck-you (sg.m.)-O

  「あなた（男）をなぐったのは，誰か？」

  mīn illi D¢arabto

  whom (=O)  rel.  you-S-struck-him (=whom)-O

  「あなた（男）がなぐったのは，誰か？」

　何（what）116）：/ēš/が通常使われる形式で，/ē/もカイロ方言の影響から頻繁に使わ

れるようになってきている。/ēš/は，疑問詞が移動しないWh-in-situ疑問文としても，

文頭へ移動するWh-in-comp疑問文としても生起可能である。

 例： btākul  ēš

  progressive-eat-you (sg.m.)-S  what (=O)

  「あなた（男）は何を食べているか？」

  ēš btākul

  what (=O)  progressive-eat-you (sg.m.)-S

  「何をあなた（男）は食べているか？」

しかしながら，疑問詞の /ēš/が文頭へ移動する場合，通常は /ēš/の後に三人称の独立

代名詞が連辞的に挿入され，次の例にあるように疑問詞とのあいだで複合的短縮形が

生起する117）。

 例： eššū btāklo （cf. /eššū/← /ēš+hū/）

  what (=O)-he  progressive-eat-you (sg.m.)-S-O (=what)

  「あなた（男）が食べているのは，何か？」

/ēš/に後接する三人称の独立代名詞は基本的に数と性において後続する文の主語に文

法的に一致する。上記の例文では，後続の文の主語（動詞未完了形の活用形として明

示されている）が二人称単数男性なので，単数・男性の三人称の独立代名詞である

/hū/が選択されている。以下に他の例をあげる。

 例： eššī btāklī(h) （cf. /eššī/← /ēš+hī/）

  what (=O)-she  progressive-eat-you (sg.f.)-S-O (=what)
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  「あなた（女）が食べているのは，何か？」

ただし後続の文の主語が複数の場合は，代名詞の独立形ではなく，接尾形が用いられ

る118）。

 例： eššom btāklū(h) （cf. /eššom/← /ēš+hom/）

  what (=O)-their (m.)  progressive-eat-you (pl.m.)-S-O (=what)

  「あなたたち（男）が食べているのは，何か？」

  eššen btāklenno （cf. /eššen/← /ēš+hen/）

  what (=O)-their (f.)  progressive-eat-you (pl.m.)-S-O (=what)

  「あなたたち（女）が食べているのは，何か？」

上記の例のように後続の文の主語が複数の場合，数によって一致せずに単数の独立代

名詞による /eššū/や /eššī/を使うことが多い。

 例： eššū btāklū(h)

  what (=O)-he  progressive-eat-you (pl.m.)-S-O (=what)

  eššī btāklenno

  what (=O)-she  progressive-eat-you (pl.m.)-S-O (=what)

/eššū/や /eššī/は単独でも使える。

 例： eššū

  what-he (~it)

  「いったい，それ（彼）は何だ？」

  eššī

  what-she (~it)

  「いったい，それ（彼女）は何だ？」

/eššū/や /eššī/は基本的に文頭にしか生起せず，後置された文は非文法的になる。

 例： * btākul eššū

 progressive-eat-you (sg.m.)  what (-O)-he

ただし，指示代名詞といっしょに使われる場合は語順が逆転することがある。

 例： eššū ða

  what-he  this

  「いったい，これは何だ？」119）

  ðaššū

  this-what-he

  「いったい何だ，これは？」
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　なぜ（why）120）：/lēš/が通常使われる形式で，/lē/もカイロ方言の影響から頻繁に使

われるようになってきている。/lēš/は文末あるいは文頭でも生起可能である121）。

 例： inta taD¢ak lēš

  you (sg.m.)-S  laugh (Impf. 2 sg.m.)  why

  「あなた（男）はなぜ笑っているのか？」

  lēš inta taD¢ak

  why  you (sg.m.)-S  laugh (Impf. 2 sg.m.)

  「なぜ，あなた（男）は笑っているのか？」

疑問詞の /lēš/が文頭へ移動する場合，通常は /lēš/の後に三人称の独立代名詞が連辞

的に挿入される。しかしながら，先述の /ēš/の場合と少し異なり，連辞的に挿入され

る三人称の独立代名詞と疑問詞の /lēš/が複合的に短縮化されることはない。また

/lēš/の場合，挿入される独立代名詞は単数形の形のみで，後続の文の主語と性でのみ

文法的に一致する。

 例： lēš hū mabtakulš

  why  he  not-progressive-eat (Impf. 2 sg.m.)

  「なぜ，あなた（男）は食べていないのか？」

  lēš hū mabtaklūš

  why  he  not-progressive-eat (Impf. 2 pl.m.)

  「なぜ，あなたたち（男）は食べていないのか？」

  lēš hī mabtaklīš

  why  she  not-progressive-eat (Impf. 2 sg.f.)

  「なぜ，あなた（女）は食べていないのか？」

  lēš hī mabtaklenš

  why  she  not-progressive-eat (Impf. 2 pl.f.)

  「なぜ，あなたたち（女）は食べていないのか？」

　どこ（where）122）：/wēn/が通常用いられる疑問詞で，/fēn/はカイロ方言あるいは都

市部の教養あるアラビア語を意識して用いるような場合に用いられる。/wēn/は文末

で使われるのが普通である。

 例： tuskun wēn

  live (Impf. 2 sg.m.)  where

  「あなた（男）はどこに住んでいるか？」

前置詞 /min/「～から」と共起することもできる。
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 例： ğīt min wēn

  come (Pf. 2 sg.m.)  from  where

  「あなた（男）はどこから来たか？」123）

　いつ（when）124）：/mitēn/が通常用いられる疑問詞で，/imta/はカイロ方言あるいは

都市部の教養あるアラビア語を意識して用いるような場合に用いられる。

　どのように（how）125）：/kēf/が通常用いられる疑問詞で，/izzay/はカイロ方言ある

いは都市部の教養あるアラビア語を意識して用いるような場合に用いられる126）。

/kēf/は通常文頭に用いられるが，動詞の直後でも可能である。

 例： kēf tsawwi šāy

  how  make (Impf. 2 sg.m.)  tea-O

  「どうやってお茶をいれるか？」127）

  tsawwi kēf šāy

  make (Impf. 2 sg.m.)  how  tea-O

  「お茶をどうやっていれるか？」

　どれ，どの（which）128）：/ayyu/には単数名詞が後続する。

 例： ayyu lōn bitibb

  which  color  habitual-like (Impf. sg.m.)

  「どの色があなた（男）は好きか？」

　いくつ（how many）129）：/kam/には名詞の単数形が後続する。

　いくら（how much）130）：/bkam/が /ða/と使われるとき，/ēš/の場合と同様に語順が

逆転することがある。例：ða bkam～ bkam ða「これはいくらか？」

　どのくらい（how far, how long）131）：/gaddēš/が通常の形式で，/gadr ēš/は文語表現

に影響を受けた形式である。文頭に用いられるのが普通である。例：gaddēš waznok

「あなたの体重はどのくらいか？」

3.4　名詞

3.4.1　女性形語尾（t’ marba）

　女性形語尾は，強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），咽頭音（//, //），および

/r/の後に来る場合は，/-a/（[-a]～ [-A]）となり，それ以外の音声環境では /-Ó/となる。

前者の場合の例：[ara]「ベール」（II-8）；[goA]「猫」（XIX-9）；[bagarA]「牛」

（XIX-11）。後者の場合の例：[gimmÓ]「山頂」（XVII-37）；[dīsÓ]「森」（XVII-41）；

[barkÓ]「池，湖」（XVII-43）。また，後続の名詞あるいは接尾代名詞による所有表現
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（いわゆるイダーファ）の場合，上記の音声環境で [-at]となる場合以外は，語末の女

性形 -εは [-Ót]～ [-et]～ [-t]で現れる132）。例：/eddÓ/「祖母」/eddethÓ/← /eddÓ+hÓ/

（VII-20）；/siddānÓ/「ひたい」/siddānto/← /siddānÓt+o/「彼のひたい」（I-5）。

3.4.2　双数形

　ジバーリ・アラビア語では双数形が残存している。双数形語尾は /-ēn/である。例：

/ēnēn~enēn/（I-6）「二つの目」；/ağbēn/（I-7）「二つの眉」。しかしながら実際に二

つのものを数える場合には，複数形と数詞を組み合わせるのが普通である133）。例：

/yūn Tentēn/（I-6）「二つの目」。このような特徴はジバーリ・アラビア語に独特のも

のである。

　女性形語尾が双数形になるとき，直前の音節が開音節の場合は女性形語尾の母音が

脱落する。例：/farāÓ/「ちょう」/faratēn/← /farāÓt+ēn/（XIX-45）134）。それ以外の場

合は，母音が保持されるか，シュワー母音 [E]となる。例：/naa/「翼」/naatēn/←

/naat+ēn/；/allÓ/「鍋，釜」/allEtēn/← /allÓt+ēn/。

3.4.3　複数形

　男性名詞および女性名詞の規則複数は，それぞれ /-īn/および /-āt/の語尾によって

形成される。男性名詞の規則複数形の例：/naār (sg.m.)/→ / naarīn (pl.m.)/「大工」

（VIII-38）。女性名詞規則複数形の例：/ubbābÓ (sg.f.)/→ /ubbabāt (pl.f.)/「笛」（XI-9）。

　C1āC2iの語構成の場合，語末母音が長母音化されて規則複数形となる。例：/āli (sg.

m.)/→ /alīn (pl.m.)/「高い」（XXII-19）；/wāi (sg.m.)/→ /waīn (pl.m.)/「低い」（XXII- 

20）135）。

　ジバーリ・アラビア語に特徴的な複数形として，一部の名詞に見られる大複数形が

ある。たとえば，/bint/「少女，（女の）子供」（VII-8）には通常の複数形である

/banāt/の他に，数が多い場合に使われる /bnettÓ/という大複数形がある。基本的に大

複数は，/C1C2eC3C3a/の語構成パターンをとる136）。また，このような大複数形が可能

な語彙はかなり限定されており，人間に関わる名詞がほとんどである137）。例：/walad 

(sg.)/→ / wleddÓ～ wlād (pl.)/「少年，（男の）子供」（VII-7）。

3.5　動詞

3.5.1　強動詞の完了形

　語根子音が強子音の場合，ジバーリ・アラビア語の動詞の完了形は語幹母音によっ
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て，C1aC2aC3と C1iC2iC3（あるいは C1eC2eC3）と C1uC2uC3（あるいは C1oC2oC3）の

三つのパターンに分けられる。最初のパターンの動詞が最も多く，次に 2番目，3番

目となる。ただし，3番目のパターンの動詞の場合，実際には母音が /o/となる

C1oC2oC3のみが在証される。

　完了形が C1aC2aC3のパターンを取る動詞の活用は以下のようになる。

例： D¢arab (Pf.)「殴る，叩く」（XIII-11）

 Pf. sg. pl.

 3 m. D¢arab D¢arabu

 3 f. D¢arabÓt D¢araben

 2 m. D¢arabt D¢arabtu

 2 f. D¢arabti D¢arabten

 1 D¢arabt D¢arabnÓ

　次に完了形が C1iC2iC3（あるいは C1eC2eC3）のパターンを取る動詞の活用は以下の

ようになる。

例： liib (Pf.)「遊ぶ」（XI-1）

 Pf. sg. pl.

 3 m. liib libu

 3 f. libÓt liben

 2 m. libt libtu

 2 f. libti libten

 1 libt libnÓ

例： rekeb (Pf.)「乗る」（IX-21）

 Pf. sg. pl.

 3 m. rekeb rekbu

 3 f. rekbÓt rekben

 2 m. rkebt rkebtu

 2 f. rkebti rkebten

 1 rkebt rkebnÓ

　上の例からわかるように，C1iC2iC3（あるいは C1eC2eC3）パターンの動詞の完了形

の活用形において，強勢が落ちない母音が脱落する。たとえば，/liib/の三人称単数

女性形の場合，/líibÓt/→ [libÓt]のように真ん中の母音が脱落するし，同じく二人称

単数男性形の場合，/liíbt/→ [libt]のように最初の母音が脱落する。ただし次の例に
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あるように，gahawaシンドロームと同じ子音構成の場合は，母音脱落が起らない138）。

例： ele (Pf.)「間違える」（XXI-14）

 Pf. sg. pl.

 3 m. ele elu

 3 f. elat elen

 2 m. ele eleu

 2 f. elei eleen

 1 ele elenÓ

　C1aC2aC3と C1iC2iC3の両方のパターンを持つ動詞が存在するが，基本的に前者の場

合がより古いパターンであり，後者の方は，カイロ方言に影響を受けて若年層がよく

使うパターンである場合が多い。例：/D¢aak～ D¢eek (Pf.)/「笑う」（I-77）；/nazal～

nizil (Pf.)/「下りる」（XV-15）；/faham～ fihim (Pf.)/「わかる」（XVI-3）。たとえば，

/nazal～ nizil (Pf.)/の場合の活用は以下のように相違する。

例： nazal～ nizil (Pf.)「下りる」（XV-15）

 Pf. sg. pl.  Pf. sg. pl.

 3 m. nazal nazalu  3 m. nizil nizlu

 3 f. nazalÓt nazalen 3 f. nizlÓt nizlen

 2 m. nazalt nazaltu  2 m. nzilt nziltu

 2 f. nazalti nazalten 2 f. nzilti nzilten

 1 nazalt nazalnÓ 1 nzilt nzinnÓ

　次に完了形が C1uC2uC3（あるいは C1oC2oC3）のパターンを取る動詞の活用は以下

のようになる。C1iC2iC3（あるいは C1eC2eC3）パターンの場合と同じく，C1uC2uC3（あ

るいは C1oC2oC3）パターンの場合も強勢のない母音が脱落する。

例： oor (Pf.)「小さくなる」（XX-15）

 Pf. sg. pl.

 3 m. oor oru

 3 f. orat oren

 2 m. ort ortu

 2 f. orti orten

 1 ort ornÓ

　C1uC2uC3（あるいは C1oC2oC3）パターンに属する動詞は極めて少なく，すべての

動詞が語根子音に強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），および /r/のいずれかを含
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んでいる139）。したがって，音声的には短母音 /u/が常に後舌半狭母音 [o]として現れ

る場合だけに限られていると言える。例：/rozog (Pf.)/「子供を授かる」（VI-2）140）。ま

た，このパターンの動詞のいくつかは，カイロ方言の影響と考えられる C1iC2iC3（あ

るいは C1eC2eC3）パターンの活用形をもっており，若年層において多用される傾向に

ある。例：/Xolo～ Xili (Pf.)/「終わる」（XV-4）；/koroh～ kereh (Pf.)/「嫌う」（XVI-15）。

3.5.2　強動詞の未完了形

　未完了形の活用パターンは，接頭辞の母音と語幹母音の組み合わせによって，次の

ような三つに分かれる。

　①　接頭辞母音 /a/と語幹母音 /a/のパターン

例： yafham (Impf.)「わかる」（XVI-3）

 Impf. sg. pl.

 3 m. yafham yafhamu

 3 f. tafham yafhamen

 2 m. tafham tafhamu

 2 f. tafhami tafhamen

 1 afham nafham

　②　接頭辞母音 /i/と語幹母音 /i/のパターン141）

例： yinzil (Impf.)「下りる」（XV-15）

 Impf. sg. pl.

 3 m. yinzil yinzElu

 3 f. tinzil yinzElen

 2 m. tinzil tinzElu

 2 f. tinzEli tinzElen

 1 enzil～anzil ninzil

　③　接頭辞母音 /u/と語幹母音 /u/のパターン142）

例： yoD¢rob (Impf.)「殴る，叩く」（XIII-11）

 Impf. sg. pl.

 3 m. yoD¢rob yoD¢robu

 3 f. toD¢rob yoD¢roben

 2 m. toD¢rob toD¢robu

 2 f. toD¢robi toD¢roben
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 1 oD¢rob～ aD¢rob noD¢rob

　ジバーリ・アラビア語に見られる①–③のような接頭辞母音と語幹母音の母音調和

による未完了形の形成パターンは，いわゆる「北西アラビア半島方言（North-west 

Arabian Dialects）」と総称される方言群のなかの特に西部グループに共通する特徴で

ある143）。①のパターンに属する動詞が最も多く，次いで③のパターンで，②のパター

ンは比較的少ない144）。①–③の母音調和によるパターンの例外となる動詞の未完了形

もあるが，接頭辞母音 /a/と語幹母音 /i/の組み合わせか，接頭辞母音 /i/と語幹母音

/a/の組み合わせであり，③のパターンつまり接頭辞が /u/の場合の例外は確認されな

い。

接頭辞母音 /a/と語幹母音 /i/の例：/yidfin～ yadfin (Impf.)/「葬る」（VI-27）；/yinsi

～ yansi (Impf.)/「織る」（VIII-53）；/yazig (Impf.)/「耕す」（VIII-46）；/yazim (Impf.)/

「招く」（XIII-21）；/yaer (Impf.)/「絞る，しめつける」（XIV-17）145）；/yaged (Impf.)/

「結ぶ」（XIV-44）；/yaref (Impf.)/「知る，知っている」（XVI-2）。

接頭辞母音 /i/と語幹母音 /a/の例：/yizaf (Impf.)/「這う」（IX-20）146）。

　ジバーリ・アラビア語にきわだった特徴となっているのが，一人称単数形の接頭辞

母音である。通常は，上記の活用例中の /afham/のように /a-/が基本形であるが，語

幹母音が /u/（[u]～ [o]）あるいは /i/（[i]～ [e]）の場合に，基本形の /a-/以外に語幹

母音と母音調和を起こした母音を持つ接頭辞の活用形が使われる。上の例にある

/enzil～ anzil/，/oD¢rob～ aD¢rob/のような強子音動詞の場合だけでなく，弱子音動詞や

派生形動詞の場合も同じである147）。例：/ebī (Impf. 1 sg.)/ cf. /bā (Pf.) / ybī (Impf.)/「売

る」（XII-3）；/ermi (Impf. 1 sg.)/ cf. /ramÓ (Pf.) / yirmi (Impf.)/ 「投げる」（XIV-6）；/eddi 

(Impf. 1 sg.)/ cf. /addÓ (Pf.) / yiddi (Impf.)/「与える」（XII-1）；/etiri (Impf. 1 sg.)/ cf. /tara 

(Pf.) / yitiri (Impf.)/「買う」（XII-4）；/ogūl (Impf. 1 sg.)/ cf. /gāl (Pf.) / ygūl (Impf.)/「言う」

（X-6）；/omorr (Impf. 1 sg.)/ cf. /marr (Pf.) / ymorr (Impf.)/「通る」（IX-26）148）。

　第 1語根の子音が gahawaシンドロームを起こす場合，接頭辞母音は常に /a/とな

る。またこの場合，語幹母音は /a/または /i/（/e/も含む）となる149）。例：/yaXaaf 

(Impf.)/「つかむ」（XIV-4）← /*yaXaf (Impf.)/；/yaalib (Impf.)/「勝つ」（VI-41）←

/*yalib (Impf.)/；/yaafer (Impf.)/「 掘 る 」（XIV-55） ← /*yafer (Impf.)/。 強 勢 は，

gahawaシンドロームによって挿入された母音の /a/に落ちるが，語幹母音の /i/（~/e/）

は開音節になる場合には脱落する。例：/byahamdo/← /b+yahamed+o/ cf. /yahamed 

(Impf.)/「押える」（XIV-14）。また，第 1語根の子音が //の場合は，接頭辞母音が脱

落することがある。例：/yarag (Impf.)/「汗をかく」（I-67）；/yaer (Impf.)/「絞る，し
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めつける」（XIV-17）150）；/yaos (Impf.)/「くしゃみする」（I-22）151）。

　完了形の語幹母音のパターンと，未完了形の接頭辞母音および語幹母音のパターン

の間には，基本的に次のような組み合わせが設定される152）。

①　完了形 C1aC2aC3 → 未完了形 yaC1C2aC3

②　完了形 C1aC2aC3 → 未完了形 yiC1C2iC3

③　完了形 C1aC2aC3 → 未完了形 yuC1C2uC3

④　完了形 C1iC2iC3 → 未完了形 yaC1C2aC3

⑤　完了形 C1uC2uC3 → 未完了形 yuC1C2uC3

　完了形 C1aC2aC3のパターンが対応する未完了形のパターンは，yaC1C2aC3，

yiC1C2iC3，yuC1C2uC3のいずれかとなるが，語根子音の音声環境によって以下のよう

な傾向がみとめられる。

　①の組み合わせ：第 2語根子音あるいは第 3語根子音が，咽頭摩擦音の //または

//の場合，未完了形の接頭辞母音と語幹母音が /a/となる傾向にある153）。例：/saab 

(Pf.)/→ /yasab (Impf.)/「引っ張る」（XIV-15）；/sara (Pf.)/→ /yasra (Impf.)/「飼育す

る，放牧する」（VIII-43）154）；/baat (Pf.)/→ /yabat (Impf.)/「送る」（XII-9）；/mana 

(Pf.)/→ /yamna (Impf.)/「禁じる」（XIII-17）155）。

　②の組み合わせ：①と③の組み合わせとなる場合以外の音声環境においては，未完

了形の接頭辞母音と語幹母音が /i/となる傾向にある156）。例：/katab (Pf.)/→ /yiktib 

(Impf.)/「書く」（X-27）；/kasar (Pf.)/→ /yikser (Impf.)/「こわす」（XIV-38）。

　③の組み合わせ：第 2語根子音あるいは第 3語根子音が，強調音（咽頭化音），口

蓋垂音（/χ/, //），および /r/の場合，未完了形の接頭辞母音と語幹母音が /u/となる傾

向にある157）。例：/faal (Pf.)/→ /yufol (Impf.)/「離す，引き離す」（XIV-50）；/raba 

(Pf.)/→ /yorbo (Impf.)/「結ぶ」（XIV-44）；/abaX (Pf.)/→ /yoboX (Impf.)/「料理する」

（III-37）；/aba (Pf.)/→ /yobo (Impf.)/「 染 め る 」（XX-37）；/Xara (Pf.)/→ /yoXro 

(Impf.)/「出る」（IX-7）；/baDar (Pf.)/→ /yubDor (Impf.)/「蒔く」（VIII-47）。また，第 1

語根子音が強調音（咽頭化音）および /r/となるときも，接頭辞母音と語幹母音が /u/

となる傾向が強い158）。例：/alab (Pf.)/→ /yolob (Impf.)/「頼む」（XIII-14）；/amat (Pf.)/

→ /yomot (Impf.)/「黙る」（X-7）；/raaf (Pf.)/→ /yorof (Impf.)/「吸う」（III-49）159）。

　④の組み合わせ：完了形 C1iC2iC3のパターンは，基本的に未完了形 yaC1C2aC3に対

応している160）。例：/libis (Pf.)/→ /yalbas (Impf.)/「着る」（II-2）；/ele (Pf.)/→ /yala 

(Impf.)/「上がる」（XV-13）161）。

　⑤の組み合わせ：完了形 C1uC2uC3のパターンは，基本的に未完了形 yuC1C2uC3に
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対応している。例：/oor (Pf.)/→ /yoor (Impf.)/「小さくなる」（XX-15）162）。

3.5.3　強動詞の命令形

　強動詞の命令形は，未完了形と同じ接頭辞母音と語幹母音の組み合わせから形成さ

れる。

　①　未完了形が接頭辞母音 /a/と語幹母音 /a/のパターン

例： faham (Pf.) / yafham (Impf.)「わかる」（XVI-3）

 Impr. sg. pl.

 m. afham afhamu

 f. afhami afhamen

例： libis (Pf.) / yalbas (Impf.)「着る」（II-2）

 Impr. sg. pl.

 m. albas albasu

 f. albasi albasen

　②　未完了形が接頭辞母音 /i/と語幹母音 /i/のパターン

例： nazal～ nizil (Pf.) / yinzil (Impf.)「下りる」（XV-15）

 Impr. sg. pl.

 m. enzil enzElu

 f. enzEli enzElen

例： katab (Pf.) / yiktib (Impf.)「書く」（X-27）

 Impr. sg. pl.

 m. iktib iktibu

 f. iktibi iktiben

　③　未完了形が接頭辞母音 /u/と語幹母音 /u/のパターン

例： yoD¢rob (Impf.)「殴る，叩く」（XIII-11）

 Impr. sg. pl.

 m. oD¢rob oD¢robu

 f. oD¢robi oD¢roben

　通常は強勢が最初の母音に置かれるが（例：[énzil]），後ろの音節に置かれること

もある（例：[ìktíb]）163）。

　gahawaシンドロームとなる場合の命令形は以下のようになる。

例： Xaba (Pf.) / yaXaba (Impf.)「叩く」（XIII-11）
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 Impr. sg. pl.

 m. aXaba aXabau

 f. aXabai aXabaen

例： aD¢ar (Pf.) / yaaD¢er (Impf.)「ある，いる」（XXVIII-1）

 Impr. sg. pl.

 m. aaD¢er aaD¢ru

 f. aaD¢ri aaD¢ren

　通常は，gahawaシンドロームによって挿入された母音に強勢が置かれる（例：

[AXA!bAu]，[AXA!bAi]）。

3.5.4　弱動詞

3.5.4.1　C1=wの動詞

　第 1語根子音が弱子音の /w/となる弱動詞の場合，完了形は強動詞と同様に活用す

るが，未完了形は以下の例に示すように，接頭辞母音が長母音の /ō/となる164）。

　完了形 C1aC2aC3パターン

例165）： wagaf (Pf.) / yōgaf (Impf.)「立つ，立っている」（IV-42）166）

 Pf. sg. pl.   Impf. sg. pl.

 3 m. wagaf wagafu   3 m. yōgaf yōgafu

 3 f. wagafÓt wagafen  3 f. tōgaf yōgafen

 2 m. wagaft wagaftu  2 m. tōgaf tōgafu

 2 f. wagafti wagaften  2 f. tōgafi tōgafen

 1 wagaft wagafnÓ  1 ōgaf nōgaf

 Impr.167） sg. pl.

 m. egef～ ōgaf ōgafu

 f. egefi～ ōgafi ōgafen

　完了形 C1iC2iC3（あるいは C1eC2eC3）パターン

例168）：weel (Pf.) / yōal (Impf)「着く」（IX-13）169）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. weel welu 3 m. yōal yōalu

 3 f. welÓt welen 3 f. tōal yōalen

 2 m. welt weltu 2 m. tōal tōalu

 2 f. welti welten 2 f. tōali tōalen
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 1 welt wennÓ 1 ōal nōal

 Impr. sg. pl.

 m. ōal ōalu

 f. ōali ōalen

waga (Pf.) / yōga～ yaga (Impf.)「転ぶ」（XV-10）や次例の場合のように，未完了形

に第 1語根子音の /w/が脱落する活用形を異形態として持つ動詞がある170）。

例： wildÓt (Pf. 3 sg.f.) / ti1id (～ tōlad) (Impf. 3 sg.f.)「産む」（VI-1）171）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 f. wildÓt wilden 3 f. tilid～ tōlad yilden

 2 f. wlitti wlitten 2 f. tildi tilden

3.5.4.2　C1=（ハムザ）の動詞

　第 1語根子音が /（ハムザ）となる動詞は，完了形で /（ハムザ）と母音を含む

音節が脱落する場合と，/（ハムザ）のみが脱落する場合に分けられる。前者の例を

次にあげる。

例： XaD (Pf.) / yāXoD (Impf.)「取る」（XIV-2）172）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. XaD XaDu 3 m. yāXoD yāXoDu

 3 f. XaDÓt XaDen 3 f. tāXoD yāXoDen

 2 m. Xatt Xattu 2 m. tāXoD tāXoDu

 2 f. Xatti Xatten 2 f. tāXoDi tāXoDen

 1 Xatt XaDnÓ 1 āXoD nāXoD

 Impr.173） sg.  pl.

 m. oXoD～ XoD oXoDu～ XoDu

 f. oXoDi～ XoDi oXoDen～ XoDen

例： kal (Pf.) / yākul (Impf.)「食べる」（III-43）174）

 Pf. sg. pl.  Impf. sg. pl.

 3 m. kal kalu  3 m. yākul yāklu

 3 f. kalÓt kalen  3 f. tākul yāklen

 2 m. kalt kaltu  2 m. tākul tāklu

 2 f. kalti kalten  2 f. tākli tāklen

 1 kalt kalnÓ  1 ākul nākul
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 Impr.175） sg.  pl.

 m. okul～ kul oklu

 f. okli  oklen

　次に，完了形の活用で第 1語根子音が //（ハムザ）が脱落しない場合の例をあげる。

例： amar (Pf.) / yāmar (Impf.)「命令する」（X-35）176）

 Pf. sg. pl.  Impf. sg. pl.

 3 m. amar amaru  3 m. yāmar yāmaru

 3 f. amarat amaren  3 f. tāmar yāmaren

 2 m. amart amartu  2 m. tāmar tāmaru

 2 f. amarti amarten  2 f. tāmari tāmaren

 1 amart amarnÓ  1 āmar nāmar

 Impr. sg. pl.

 m. āmar āmaru

 f. āmari āmaren

3.5.4.3　C2=w～ yの動詞

　先ずはじめに，第 2語根が /w/の場合の活用パターンの例を次にあげる。ジバーリ・

アラビア語では基本的にこの範疇に属する動詞すべてにおいて，完了形の場合は

C1āC3と C1uC3による活用形となり，未完了形の場合は C1ūC3による活用形となる。

例177）： gāl (Pf.) / ygūl (Impf.)「言う」（X-6）

 Pf. sg. pl.  Impf. sg. pl.

 3 m. gāl gālu  3 m. ygūl ygūlu

 3 f. gālÓt gālen  3 f. tgūl ygūlen

 2 m. gult gultu  2 m. tgūl tgūlu

 2 f. gulti gulten  2 f. tgūli tgūlen

 1 gult gunnÓ  1 ogūl ngūl

 Impr.178） sg.  pl.

 m. ogol～ gol～ gūl gūlu

 f. gūli  gūlen

　未完了形の活用において，接頭辞母音を含む音節は強勢のない開音節となるため，

母音が脱落する。一人称単数の未完了形の場合は，接頭辞母音が保持されるが，通常

は語幹母音と母音調和するかたちで /u/（[u]~[o]）となる179）。カイロ方言の影響を受
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けて，特に若年層では以下の例に見られるように，一人称単数の未完了形の場合もよ

り一般的な接頭辞母音の /a/を使う傾向が強い180）。

例： āf (Pf.) / yūf (Impf.)「見（え）る」（I-73）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. āf āfu 3 m. yūf yūfu

 3 f. āfÓt āfen 3 f. tūf yūfen

 2 m. uft uftu 2 m. tūf tūfu

 2 f. ufti uften 2 f. tūfi tūfen

 1 uft ufnÓ 1 aūf nūf

 Impr. sg. pl.

 m. ūf ūfu

 f. ūfi ūfen

　次に，第 2語根が /y/の場合の活用パターンの例をあげる。この範疇に属する動詞

のほとんどが基本的に，完了形の場合は C1āC3と C1iC3による活用形となり，未完了

形の場合は C1īC3による活用形となる。

例181）： āl (Pf.) / yīl (Impf.)「運ぶ」（IX-22）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. āl ālu 3 m. yīl yīlu

 3 f. ālÓt ālen 3 f. tīl yīlen

 2 m. ilt iltu 2 m. tīl tīlu

 2 f. ilti ilten 2 f. tīli tīlen

 1 ilt innÓ 1 aīl nīl

 Impr. sg. pl.  ～ īīl

 m. īl～ il īlu

 f. īli īlen

　未完了形では接頭辞母音が脱落するが，一人称単数形の場合は接頭辞母音が語幹母

音と母音調和を起こした形式と，より一般的な接頭辞である /a/による形式がある。

次の例では，接頭辞母音と語幹母音が母音調和しているというより，いわゆるイマー

ラによって接頭辞母音が狭い母音となったとも考えられる182）。

例： āb (Pf.) / yīb (Impf.)「持って来る」（IX-23）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. āb ābu 3 m. yīb yību
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 3 f. ābÓt āben 3 f. tīb yīben

 2 m. ibt ibtu 2 m. tīb tību

 2 f. ibti ibten 2 f. tībi tīben

 1 ibt ibnÓ 1 aīb nīb

 Impr.183） sg. pl.   ～ eīb

 m. īb ību

 f. ībi īben

　命令形については，第 2語根が /w/の場合の活用パターンと同様に，C1īC3による

活用形による場合と，特に男性単数形においてより古い短縮形を持つ場合とがあ

る184）。

例： bā (Pf.) / ybī (Impf.)「売る」（XII-3）

 Impr. sg. pl.

 m. ebe～ bī bīu

 f. bīi bīen

　未完了形の場合は C1īC3による活用形となるが，完了形の場合に C1āC3と C1uC3に

よる活用形となる動詞がある。例：tā (Pf.) / ytī (Impf.)「転ぶ」（XV-10）cf. tot (Pf. 

2 sg.m.～ 1 sg.)；nāk (Pf.) / ynīk (Impf)「性交する」（I-57）cf. nukt (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)。

　また，完了形の場合に C1āC3と C1iC3あるいは C1uC3による活用形となるが，未完

了形の場合に C1āC3による活用形となる動詞がある。例：nām (Pf.) / ynām (Impf.)「眠

る」（IV-37）cf. nimt (Pf. 2 sg.f.～ 1 sg.)；Xāf (Pf.) / yXāf (Impf.)「恐れる」（XVI-9）cf. 

Xoft (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.)。

3.5.4.4　C2=（ハムザ）の動詞

　ジバーリ・アラビア語では第 2語根が //（ハムザ）の動詞は，咽頭摩擦音 //に変

化しており，きわめて顕著な方言特徴となっている。

例185）： saal (Pf.) / yasal (Impf.)「問う」（X-9）186）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. saal saalu 3 m. yasal yasalu

 3 f. saalÓt saalen 3 f. tasal yasalen

 2 m. saalt saaltu 2 m. tasal tasalu

 2 f. saalti saalten 2 f. tasali tasalen

 1 saalt saannÓ 1 asal nasal
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 Impr. sg. pl.

 m. asal asalu

 f. asali asalen

3.5.4.5　C3=yの動詞

　第 3語根が /y/の弱動詞は，完了形と未完了形の組み合わせの観点から三つのパ

ターンに分けられる。先ず，完了形 C1aC2aと未完了形 yaC1C2iの組み合わせパターン

の例をあげる。

例187）： maÓ (Pf.) / yimi (Impf.)「歩く」（IX-16）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. maÓ mau 3 m. yimi yimu

 3 f. maÓt maen 3 f. timi yimen

 2 m. maēt maētu 2 m. tim timu

 2 f. maēti maēten 2 f. timi timen

 1 maēt maēnÓ 1 imi nimi

 Impr. sg. pl.

 m. imi imu

 f. imi imen

　未完了形の二人称単数男性形において，語末の母音が脱落した活用形を使うのが

（cf. /tim (Impf. 2 sg.m.)/），方言的特徴となっている188）。同じことが，完了形 C1aC2a

と未完了形 yaC1C2aの組み合わせパターンにも当てはまる189）。

例190）： baga (Pf.) / yabga (Impf.)「なる」（XXVIII-3）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. baga bigyu 3 m. yabga yabgu

  ～ bigi

 3 f. bagat bigyen 3 f. tabga yabgen

  ～ bigyÓt

 2 m. bgīt bgītu 2 m. tabg tabgu

 2 f. bgīti bgīten 2 f. tabgi tabgen

 1 bgīt bgīnÓ 1 abga nabga

　また，完了形 C1iC2iと未完了形 yaC1C2aの組み合わせパターンについても同様であ

る。
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例191）： nisi (Pf.) / yansa (Impf.)「忘れる」（XVI-5）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. nisi nisyu 3 m. yansa yansu

 3 f. nisyÓt nisyen 3 f. tansa yansen

 2 m. nsīt nsītu 2 m. tans tansu

 2 f. nsīti nsīten 2 f. tansi tansen

 1 nsīt nsīnÓ 1 ansa nansa

 Impr. sg. pl.

 m. ans ansu

 f. ansi ansen

　未完了形一人称単数形の接頭辞母音は，語幹母音が /a/となる活用形では基本的に

/a/で現れるが，語幹母音が /i/の例に見られるように，母音調和を起こす場合とより

一般的な /a/を使う場合とでゆれがある192）。次の例では，/eri (Impf. sg.m.)/の方がよ

り古い形式で，若年層では /ari (Impf. 1 sg.m.)/の方を好む傾向にある193）。

例： ara (Pf.) / yiri (Impf.)「走る」（IX-17）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. ara aru 3 m. yiri yiru

 3 f. arat aren 3 f. tiri yiren

 2 m. arēt arētu 2 m. tir tiru

 2 f. arēti arēten 2 f. tiri tiren

 1 arēt arēnÓ 1 ari niri

 Impr. sg. pl.  ～ eri

 m. eri eru

 f. eri eren

　gahawaシンドロームの母音挿入による未完了形は以下の例のようになる。

例194）： ai (Pf.) / yaaa (Impf.)「近づく」（IX-3）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. ai ayu 3 m. yaaa yaau

 3 f. ayÓt ayen 3 f. taaa yaaen

 2 m. aīt aītu 2 m. taa taau

 2 f. aīti aīten 2 f. taai taaen

 1 aīt aīnÓ 1 aaa naaa



国立民族学博物館研究報告　 31巻 2 号

202

 Impr. sg. pl.

 m. aa aau

 f. aai aaen

3.5.4.6　C3=（ハムザ）の動詞

　第 3語根が //（ハムザ）に対応するジバーリ・アラビア語の弱動詞は，先述した

第 3語根が /y/の弱動詞と同じ活用になる195）。未完了形の二人称単数男性形におい

て，語末の母音が脱落した活用形を使う。

例196）： gara (Pf.) / yagra (Impf.)「読む」（X-28）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. gara garu 3 m. yagra yagru

 3 f. garat garen 3 f. tagra yagren

 2 m. garēt garētu 2 m. tagr tagru

 2 f. garēti garēten 2 f. tagri tagren

 1 garēt garēnÓ 1 agra nagra

 Impr. sg. pl.

 m. agr agru

 f. agri agren

3.5.4.7　C2=C3の動詞

　第 2語根子音と第 3語根子音が同じになる場合の動詞は，語幹母音が /i/になるか，

/u/になるかの活用パターンがある197）。次の語幹母音が /u/（[u]~[o]）となる例からわ

かるように，接頭辞母音が強勢のない開音節となり脱落する。

例198）： ba (Pf.) / ybo (Impf.)「見る」（I-74）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. ba bau 3 m. ybo ybou

 3 f. baat baen 3 f. tbo yboen

 2 m. baēt baētu 2 m. tbo tbou

 2 f. baēti baēten 2 f. tboi tboen

 1 baēt baēnÓ 1 abo nbo

 Impr. sg. pl.

 m. bo bou
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 f. boi boen

　akk (Pf.) / yekk～ yokk (Impf.)「疑う」（XVI-20）の例に見られるように，語幹母

音に /u/と /i/の両方を異形態として持つ動詞もあるが，この動詞の場合，/yokk/の

活用形の方がより古い形式である199）。

3.5.5　「来る」の動詞

　ジバーリ・アラビア語で古典アラビア語の /āa/「来る」に対応する動詞の活用形

は以下のようになる。

例： Ó (～ a) (Pf.) / yīi (Impf.)「来る」（IX-2）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. Ó(～ a) ū～ ow～ um 3 m. yīi yīu

 3 f. āt in 3 f. tīi yīin

 2 m. īt ītu 2 m. tī～ tīi tīu

 2 f. īti īten 2 f. tīi tīen

 1 īt īnÓ 1 īi nīi

 Impr. sg. pl.

 m. taāl taālu

 f. taāli taālen

3.5.6　「与える」の動詞

　ジバーリ・アラビア語で「与える」を意味する動詞の活用形は以下のようになる。

例： aa (Pf.) / yai (Impf.)「与える」（XII-1）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. aa au 3 m. yai yau

 3 f. aat aen 3 f. tai yaen

 2 m. aēt aētu 2 m. ta tau

 2 f. aēti aēten 2 f. tai taen

 1 aēt aēnÓ 1 ai nai

 Impr. sg. pl.

 m. a au

 f. ai aen

　/aa/およびその類似形を用いるのは遊牧民方言の特徴であるが，次のようなカイ
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ロ方言からの借用形も在証される。

例： addÓ (Pf.) / yiddi (Impf.)「与える」（XII-1）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. adda addu 3 m. yiddi yiddu

 3 f. addÓt adden 3 f. tiddi yidden

 2 m. addēt addētu 2 m. tidd tiddu

 2 f. addēti addēten 2 f. tiddi tidden

 1 addēt addēnÓ 1 eddi niddi

 Impr. sg. pl.

 m. edd eddu

 f. eddi edden

3.5.7　「見る」の動詞

　ジバーリ・アラビア語のきわだった方言特徴の一つが，「見る」動詞に Cl.A. /raā/

の反射形を使用することである200）。すでに指摘したように，第 2語根の //（ハムザ）

が咽頭摩擦音の //に変化しているのも，ジバーリ・アラビア語の特徴である。

例： raa (Pf.) / yeri (Impf.)「見（え）る」（I-73）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. raa rau 3 m. yeri yeru

 3 f. raat raen 3 f. teri yeren

 2 m. raēt raētu 2 m. ter teru

 2 f. raēti raēten 2 f. teri teren

 1 raēt raēnÓ 1 eri neri

 Impr. sg. pl.

 m. er eru

 f. eri eren

　能動的に（あるいは意図的に）「見る」という意味の動詞でも，ジバーリ・アラビ

ア語は以下のような動詞を使う201）。

例：fakkar (Pf.) / yfakker (Impf.)「見る」（I-74）

 Pf. sg. pl. Impf. sg. pl.

 3 m. fakkar fakkaru 3 m. yfakker yfakkEru

 3 f. fakkarat fakkaren 3 f. tfakker yfakkEren
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 2 m. fakkart fakkartu 2 m. tfakker tfakkEru

 2 f. fakkarti fakkarten 2 f. tfakkEri tfakkEren

 1 fakkart fakkarnÓ 1 afakker nfakker

 Impr. sg. pl.

 m. fakker fakkEru

 f. fakkEri fakkEren

4　ジバーリ・アラビア語の系統

　これまでの記述言語学的分析からも明らかになってきたように，現代のジバーリ・

アラビア語はいわゆる遊牧民方言（ベドウィン方言）の諸特徴を有しながら，カイロ

方言やその都市部標準語からの影響を受けたことなどのために，都市部定住民方言の

共通特徴も有するに至っている。また一方では，シナイ半島地域を含む他のアラビア

語諸方言には観察されない独特の方言特徴を，ジバーリ・アラビア語は有している。

　従来のアラビア語方言学ではアラビア語諸方言を五つの方言群に分類する（Fischer 

and Jastrow 1980; Versteegh 1997: 148–172）。①アラビア半島方言群，②メソポタミア

方言群，③シリア・パレスチナ方言群，④エジプト方言群，⑤マグリブ（北アフリカ）

方言群である202）。これらの地域方言群にかぶさるように，定住民方言タイプと遊牧

民方言タイプが分布している。地理的に遠く離れた方言の場合など，都市部の定住民

方言は相互の違いも多くあるが，いくつかの特徴を共有しており203），より古いアラ

ビア語（古典アラビア語あるいは古代アラビア語）の特徴を残存させている遊牧民方

言と対立している。以下に典型的な遊牧民方言の特徴とされるものをあげる

（Rosenhouse 1984: 8–53）。

（ 1） イマーラ現象（同化による広母音の狭母音化現象）ならびに強調音のかぶせ

音素化（タフヒーム現象）の不在

（ 2） 二重母音の保持

（ 3） 母音 /a/，/i/，/u/が音素として機能

（ 4） 歯間摩擦音の保持

（ 5） 古典アラビア語の /q/が有声音の /g/に変化

（ 6） gahawaシンドローム

（ 7） 音節構造ならびにアクセント体系の保持

（ 8） 代名詞・動詞の二人称と三人称の複数形において男性形と女性形の対立が残存
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（ 9） 動詞派生形 IV形が生産的に機能

（10） 内的受動形の残存

（11） 動詞の活用語尾の /-n/が保持

（12） 動詞の接頭辞表現があまり使われない

（13） イダーファ（属格構造）において構成位相（status constructus）を多用

（14） タンウィーン（名詞不定語尾）の残存

　これらの特徴のすべてが各地域の遊牧民方言に例外なく在証されるものではない

が，特に（4）と（5）と（8）の三つは遊牧民方言を特徴づける重要な要素となって

いる。ジバーリ・アラビア語についても，これらの三つの特徴を有しており，その意

味では典型的な遊牧民方言と分類できる204）。

　遊牧民方言の地理的分布は系統分類的に連続しており，基本的に移動・移住による

ものとみなせる205）。しかしながら，現在広い地域に観察される遊牧民方言の分布は，

威信的方言となった近隣の中心的都市部定住民方言への言語的同化作用や，歴史的に

繰り返される部族間の合従連衡や日常的に起る部族間接触による地域方言的収斂作用

による言語変化の結果であり206），おおよそ以下のような地理的方言群に分けること

ができる（Rosenhouse 1984: 4–7; Versteegh 1997: 145）。

東部方言帯： アラビア半島および湾岸地域方言群

 シリア・メソポタミアの沙漠地域方言群

 ヨルダン南部地域方言群

 シナイ半島およびネゲブ沙漠地域方言群

西部方言帯： チュニジア・リビア・エジプト西部地域方言群207）

  アルジェリア西部・モロッコ地域方言群208）

　シナイ半島およびネゲブ沙漠地域は地理的に東部方言帯と西部方言帯の中間に位置

しており，言語的特徴の面でも両方言帯の中間的方言地域に当たる209）。

　シナイ半島とアラビア半島北西部，ヨルダン南部，ネゲブ沙漠は地理的にも近く，

これらの地域で話されている遊牧民方言には共通する特徴がある。アラビア半島中央

部に関する十分な方言データがないために，アラビア半島を中心とした地域の方言分

布に関しては未だ確定的なことが言えないのだが，おおよそ次の四大方言群に分ける

ことができる（Johnstone 1967; Ingham 1982; Ingham 1994; Prochazka 1988; Palva 1991）。

①　北東アラビア半島方言（North-east Arabian dialects）

②　南アラビア半島方言（あるいは南西アラビア半島方言）（South[-west] Arabian 

dialects）



西尾　 ジバーリ・アラビア語（エジプト・シナイ半島南部）の構造と系統

207

③　ヒジャーズ方言（あるいは西アラビア半島方言）（iāzī or West Arabian 

dialects）

④　北西アラビア半島方言（North-west Arabian dialects）

　北東アラビア半島方言は，ナジドを中心とする地域の方言であり，アニザ部族や

シャンマル部族の方言がこれに属する210）。南アラビア半島方言は，イエメンやハド

ラマウトなどアラビア半島南部の方言である211）。ヒジャーズ方言は，ヒジャーズ地

域やティハーマ地域の遊牧民方言である。北西アラビア半島方言は，アラビア半島北

西部から，アカバ湾の東側地域，ヨルダン南部，さらにネゲブ沙漠やシナイ半島にか

けて話される遊牧民方言である。

　北西アラビア半島方言は，他のアラビア半島方言（とくに近接する北東アラビア半

島方言およびヒジャーズ方言）とは，①タンウィーン（名詞不定語尾）の残存形がな

いこと，② /g/および /k/の破擦音化がないこと，③動詞未完了形の二人称女性複数

形・二人称男性複数形・三人称男性複数形における語末の /n/がないこと，などの重

要な点で異なっているだけでなく，他のアラビア半島方言や隣接する定住民方言には

存在しない特徴を共有していることから，一つの方言グループとして認定できる

（Palva 1991: 155–156）。しかしながら，北西アラビア半島方言に属する方言を観察す

ると，これらの諸方言が一つの共通する祖語的方言から発達してきたものというより

は，地域方言間の接触による共通語化を通じて形成されてきたことがわかる。たとえ

ば，未完了形の接頭辞 /b(i)-/を持つか持たないか，未完了形の接頭辞母音と語幹母音

の間に母音調和があるかどうか，という観点から，北西アラビア半島方言は東部グ

ループと西部グループに分けることができる212）。北西アラビア半島方言内の東部・

西部グループを分ける重要な特徴をまとめると次表のようになる。

表 7　北西アラビア半島方言の東部・西部グループの特徴

/g/と /k/の破擦音化 /b(i)/+未完了形 未完了形の母音調和

東部グループ 無 無 無

西部グループ 無 有 有

　ジバーリ・アラビア語は，/b(i)/+未完了形を多用し，未完了形の接頭辞母音と語幹

母音の母音調和がある方言であり，北西アラビア半島方言のなかの西部グループに属

する。

　/g/と /k/の破擦音化は，アラビア半島中央部から拡散していった言語革新である
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（/ćalb/, /simač/ Hā’il，サウジアラビア；/čalb/, /samak/ Mūte-Karak，ヨルダン；/čalb/, 

/samač/ Qalqīya，パレスチナ；/čalb/, /samak/ Dēr ez-Zōr，シリア；cf. /kalb/, /samak/エ

ルサレム）213）。北西アラビア半島方言の東部・西部グループともにこの革新を受けて

いないということから，北西アラビア半島方言と他のアラビア半島方言を区別する示

差的な地域方言特徴となっている。

　/b(i)/+未完了形については，隣接する定住民方言あるいは威信的共通方言としての

都市部方言からの影響を受けて，遊牧民方言である北西アラビア半島方言のなかの一

部の地域方言が多用するようになったと推定される。そのために西部グループのなか

でも，ネゲブのようにシリア・パレスチナの影響を受けやすい方言と，シナイ半島の

一部の方言のようにエジプトの影響を受けやすい方言が存在する214）。/b(i)/+未完了形

の使用は，西部グループのなかでも各方言間での動詞の時制・相体系において果たす

意味機能が異なっていることに加えて，/b(i)/+未完了形の生起が個人語レベルで社会

的偏差が大きいことを考え合わせると，/b(i)/+未完了形の形式は比較的最近になって

から，定住民方言と接する機会の多い西部グループの方言話者が使うようになったと

推定できる215）。

　未完了形における接頭辞母音と語幹母音の母音調和の有無による東部・西部方言の

区分は，比較的古い方言区分によるものと考えられる。西部グループでは，ジバー

リ・アラビア語の場合と同じように，接頭辞母音と語幹母音の母音調和が起るのに対

して，東部グループでは語幹母音に関わりなく接頭辞母音が /a/または /i/で変化しな

い。ジバーリ・アラビア語の未完了形の母音調和のパターンに関する分析でも確認さ

れたが，母音調和パターンの形成過程においては，特に接頭辞母音と語幹母音が /u/

（[u]~[o]）の場合に観察されたように近接する子音が大きな影響を与えているだけで

なく，在証例として数は多くないものの，近接する子音に関わりなく，少なくとも以

前の通時的段階では母音交替による内的受動形から変化した結果，当該の母音調和パ

ターンを有するようになったと推定できるような動詞が存在していた。その意味で，

ジバーリ・アラビア語のような未完了形の母音調和パターンは，母音交替による内的

受動形が生産的でなくなった段階として生まれてきたとも言える216）。

　北西アラビア半島方言において，未完了形の接頭辞母音と語幹母音の母音調和の有

無による東部・西部グループの区別が比較的古い段階のものであり217），/g/と /k/の

破擦音化の通時的音変化が東部・西部グループともに起らないことで地域的方言特徴

を共有する段階となり，さらに最近では西部グループの方言では，定住民方言との接

触によって /b(i)/+未完了形を獲得しつつあるが，シナイ半島とネゲブ沙漠の遊牧民
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方言の違いに見られるように，近接する定住民方言が有する /b(i)/+未完了形の機能

に応じて，西部グループ内においてもあらたな区分が生まれつつある段階と言える。

現在観察される共通の方言特徴を基準に，一つのまとまった地域方言として認定可能

な北西アラビア半島方言についても，比較的古い段階では異なった方言であった東部

グループと西部グループの諸方言が，相互の方言接触を通じて一つの地域方言として

共通する特徴を共有するようになって形成されてきた地域方言であるという理解が可

能である。

　ジバーリ・アラビア語は他のシナイ半島方言とともに北西アラビア半島方言の西部

グループに属しているが，シナイ半島内の方言は基本的に北シナイ方言と南シナイ方

言に大きく区分できる。北シナイ地域は地理的にはアフリカ大陸とユーラシア大陸の

つなぎ目にあり，人びとが移動する通過地帯にあるという歴史的な条件もあった。そ

のため，方言分布の面でも，北シナイ方言は基本的には北西アラビア半島方言の西部

グループに属すると言えるが，最も東側に位置する方言は，隣接する北東アラビア半

島方言のナジド方言タイプと特徴を共有しており，その一方で西側の方言について

は，エジプトのデルタ地域に近くなればなるほど，定住民方言の影響が強く示すよう

になる。その意味で，北シナイ方言は一つの方言的連続体をなしていると言える。ヨ

ングの研究によれば，北シナイ方言は大きく三つのグループに分類することができる

（de Jong 2000）。その分類によると，グループ Iは最も東側の方言群であり，北西ア

ラビア半島方言の西部グループの特徴を顕著に持っている。グループ IIIは最も西側

の方言群であり，エルアリーシュの方言を境にエジプト側のデルタ地域の定住民方言

と共有する特徴を持っている。地理的に中間地帯に位置するグループ IIは，言語特

徴の面でもグループ Iと IIIの両方と共通する特徴を持ちながらも，独自の方言特徴

も有している218）。

　方言的連続体と見なせる北シナイ方言に比べて，南シナイ方言は相互に共有する特

徴が多い一つのまとまった方言群と見なせるだろう219）。これは，南シナイ地域が急

峻な山岳地帯によって北シナイ地域と隔絶されている上に，北側から進入してきた諸

部族が他所へ移動することなく，次々と重なるように居住地帯をつめていった結果，

比較的狭い地域に異なる部族系統に属する多くの部族が共住するようになったという

歴史的な経緯のためである220）。また，ナイル・デルタ地域から移動してきたサワー

ルハ部族や，比較的最近になってアラビア半島から移動してきたムゼイナ部族の存在

にも見られるように，エジプト側の定住民方言やアラビア半島側の遊牧民方言の特徴

をより直接的に反映した方言特徴を共有していることもある221）。したがって，南シ
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ナイ方言は，北シナイ方言のなかでも地理的に近いグループ IIと共通する多くの特

徴を持っている。その一方，エジプト側の定住民方言の影響を強く受けているため

に，グループ IIIとも類似する特徴を持っており，さらにはホウェータート部族のよ

うに居住地域が北シナイ（さらにはアラビア半島北部からヨルダンまで）から南シナ

イまで広く分布する部族の方言の影響もあり，グループ Iの方言群とも共通する特徴

を示す222）。しかしながら，二人称単数男性形の接尾代名詞 /-ku/（[-u]~[-ku]）の場合

のように，南シナイ方言にしか在証されない方言特徴を独占的に共有していることも

あり，南シナイ方言は北シナイ方言とは異なる方言圏を形成していると言えるだろ

う。

　ジバーリ・アラビア語は，南シナイ方言と多くの方言特徴を共有している反面，他

の近接する方言には見られない孤立的方言特徴も多く持っている。これらの孤立的方

言特徴のなかには，他の北西アラビア半島方言だけでなく，他の地域のアラビア語方

言にも在証されない特徴もある。なかでも空間表現をめぐるジバーリ・アラビア語の

言語形式は，他のアラビア語方言にはまったく在証されないものであり，ジバーリ・

アラビア語がピジン・クレオール的アラビア語という初期の言語形成過程を経て成立

した言語であることを示す重要な言語的証拠でもある223）。

　ジバーリ部族が強制移住させられてきた西暦 5世紀から 6世紀にかけて，シナイ半

島南部ではどのような言語（あるいはアラビア語方言）が話されていたかについては，

資料がほとんど残っていないために推量の域を出ない。この当時，日常的には北アラ

ビア語の古代方言を使い，文語的表現にはアラム語の方言であるナバテア語を使って

いたアラブ系のナバテア人がシナイ半島に居住していた。また，イスラム勃興以前に

も，アラブ系部族の一部がアラビア半島からエジプトへ移住しており，ワーディ・

フェイラーンには古くからアラブ系のキリスト教徒が庵を結んでいた。これらを考え

合わせると，当初は（俗）ラテン語の一方言を話していた可能性の高いジバーリ部族

は，北西アラビア半島方言の古層に属する方言特徴を持つアラビア語の古代方言を

使っていた人びとと日常的に接触する間に，簡単なコミュニケーションの道具として

のピジン的なアラビア語を習得し，やがてかつての母語であるラテン語の方言に代

わって，ピジン的アラビア語を母語として採用したようである。そしてその結果とし

てクレオール的特徴を多分に持つアラビア語が形成されたと推定される。イスラム勃

興後，アラビア半島から多くのアラブ系諸部族が南シナイに進入して居住するように

なると，比較的隔絶した地理的条件のなかで，聖カトリーヌ修道院を中心とする社会

経済的にまとまった地域が編成され，これにつれて言語の面でも地域的方言特徴を共
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有する方言群が形成されていった。さらに 16世紀ごろを境に，エジプト本土側やア

ラビア半島内部からの有力部族集団の直接的な移住が再び盛んになると，新たな部族

方言との接触により北シナイとは異なる方言特徴がもたらされた。特にエジプト本土

のデルタ地域に定住していたサワールハ部族の大規模な移住によって，北西アラビア

半島方言のなかでも西部グループに属する南シナイ方言は，同じグループに属する他

の方言よりも定住民方言の特徴を強く示すようになったのである。ジバーリ部族に関

して言えば，新たに地域方言として形成されてきた南シナイ方言の特徴を共有するこ

とで言語的同化をはかる一方，南シナイ地域における部族集団間関係におけるジバー

リ部族の社会的位置が原因となって，自らの集団的アイデンティティー保持のための

言語的指標を確立するという言語生態的な社会力学が働き，独特の孤立的方言特徴を

発展させていったと推定される224）。このような脱クレオール化の過程において，ジ

バーリ・アラビア語にはピジン・クレオール的特徴の一部が温存されただけでなく，

現在の他の北西アラビア半島方言には在証されない大複数形などの古い文法形式が残

存したのであろう。また，ジバーリ部族の人びとは，聖カトリーヌ修道院における彼

らの社会的役割を通して定住民と日常的に接触する機会も多く225），他の南シナイ方

言に比べて定住民方言の影響を受ける度合いが高かったのも事実である226）。

注

 1） 本稿は，京都大学大学院文学研究科に提出した博士論文『ジバーリ・アラビア語（エジプ
ト・シナイ半島南部）の言語人類学的研究』の第二部「ジバーリ・アラビア語の記述言語学
的分析」の第 1章に加筆・修正を施したものである。尚，同博士論文には補遺として分類基
礎語彙集が付されているが，未出版であるため，下記の注にも示したように本稿の記述参照
については，西尾（1992）を参照されたい。また本稿は，科学研究費補助金による基盤研究
（S）「チベット文化圏における言語基層の解明」（代表・長野泰彦，平成 16–20年度，課題
番号 16102001）の平成 16年度の研究成果の一部である。同じく本稿に関わる調査の一部は，
科学研究費補助金による基盤研究（S）「アラビアンナイトの形成過程とオリエンタリズム
的文学空間創出メカニズムの解明」（代表・西尾哲夫，平成 18–22年度，課題番号
18102001）によっている。

 2） ジバーリ部族については，西尾（2000）ならびに西尾（2006）の第 2章を参照。
 3） ジバーリ・アラビア語の発音では，/bāli/と最初の音節の母音が脱落する。
 4） 聖カトリーヌ修道院を建設したユスティニアヌス I世はダニューブ河南域の出身だった。
彼はラテン語を母語としており，ギリシア語が苦手だったため，自分と同郷かそれに近い地
域出身でラテン語系の言語を話す集団を聖カトリーヌ修道院の警護役にあてたと思われる。
黒海南部地域からバルカン半島一帯の住民の中では，トラキア系先住民の一部がローマ化し
てラテン語を話すようになっていた。彼らの子孫が，現在アルーマニア（アロムン）または
ヴラフと呼ばれている人びとである。ジバーリ部族の一部はワラキアからボスニアにかけて
の地域に暮らしていたラテン語（の方言）を話すようになったトラキア系先住民の末裔であ
り，さらにアルーマニア（アロムン）あるいはヴラフという民族集団がジバーリ部族と同系
統の末裔であるのは確実であると思われる。現在，アルーマニア系の人びとの居住地はトラ
キア地方やダルマチア地方の山岳地を中心に，ギリシア，ブルガリア，旧ユーゴスラビアな
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どのダニューブ河南部の諸地域に分散している（西尾 2006: 22–44）。
 5） 現代ジバーリ・アラビア語の統語現象や空間語彙表現の中にも，ピジン・クレオール化し
た言語に普遍的に見られる特徴の残滓が確認される。西尾（2006）の第 3–4章の議論を参照。

 6） 9年前に物故した（彼の魂に平安あれ）。ジバーリ部族の方言や民俗に関わることを教示
していただいたことに対して，あらためて感謝の意を記す。

 7） 5年前に物故した（彼女の魂に平安あれ）。ジバーリ部族の女性の文化や伝説・民話を教
示していただいてこと対して，あらためて感謝の意を記す。

 8） 現在は廃村になっており，誰も住んでいない。
 9） 実際の言語調査にあたっては当初は，エジプト全土でもっとも理解されるカイロ方言を用
い，必要に応じて標準アラビア語（あるいは英語）を用いた。

 10） ここでは IPAによる表記のかわりに，比較方言学的研究を考慮して標準的なアラビア語の
転写方式を採用している。

 11） 以降，ジバーリ・アラビア語から例をあげる場合には，別に出版済みの分類基礎語彙の番
号を付すので，詳細な語彙的情報は，A Basic Vocabulary of the Bedouin Arabic Dialect of the 
Jbli Tribe (Southern Sinai). (Studia Culturae Islamicae No. 43) Tokyo: Institute for the Study of 
Languages and Cultures of Asia and Africa, 1992.の中の分類基礎語彙を参照。

 12） /tal～ Tal/「雪」（XVII-11）の場合は，カイロ方言からの借用形であろう。cf. /talla (Pf.)/
「凍る」（XVII-12）。

 13） ただし，複数形は /zarādebb/のみが存在する。
 14） /aād/「乞食」（VIII-24）（<*/aāD/）。cf.カイロ方言形は /aāt/。
 15） ただし，複数形は /Xorawāt/のみが存在する。
 16） 語末にくると，無声化する傾向にある。例：/sūg/「市（場）」（VIII-4）=[sūg～ sūk]。
 17） /qaryat ilwādi/（「ワーディ村」）のように，/qaryÓ/は正式な村の名前を呼ぶときなどに使用
される。ただし，複数形は有声音の /gora/のみが存在する。

 18） ハムザ音を含んだ音節が脱落し，2語根となった動詞の場合においても，未完了形の活用
においては語中のハムザ音脱落の音韻規則を想定した形式となる。例：/yākul (Impf.)/< 
*/yakulu/; /yāXoD (Impf.)/<*/yaXuDu/。cf. /yāmar (Impf.)/<*/yamaru/。ただし後者の /amar/には
/yōmor/という未完了形も存在しており，*/yawmuru/>/yōmor/という通時的変化を想定する
ならば，この場合には /amara/>*/wamara/というような第 1語根のハムザ音が /w/となる変
化をも想定する必要がある。

 19） ただし，複数形の /rūs/の場合は問題が残る。通時的には，*/ruūs/>*/rūs/>/rūs/の変化が
可能であろう。

 20） /abag/「皿」（V-7） や /wāfag (Pf.)/「賛成する」（XIII-18）も参照。特 に /g/は，無声子音
に前接する場合にも無声化する傾向にある。例：/stantagt/=[stantakt] (Pf. 2 sg.m.～ 1 sg.) 「吐
く」（III-50）。有声化もまれに見られる。例：/ayyar/=[AyyAr]「小さい」（XX-15）。

 21） 詳細については，以下の接尾代名詞に関する記述を参照。
 22） 隣接する母音への影響については，以下の記述を参照。
 23） 強調音化の説明も参照。
 24） /h/を含む接尾代名詞が後接する場合である。後述の接尾代名詞に関する説明も参照。
 25） 同様に第 3語根が /d/の動詞の二人称あるいは一人称完了形の例として，/hamatt/<*/hamadt/
「押える」（XIV-14）；/faratt/<*/faradt/「ひろげる」（XIV-32）；/asatt/<*/asadt/「うらやむ，
ねたむ」（XVI-17）などを参照。

 26） /kalnÓ (Pf. 1 pl.)/「食べる」（III-43）の場合のように，同化しないこともある。また，/nizil/
ではなく，/nazal/の活用形の場合には /nazalnÓ (Pf. 1 pl.)/（XV-15）のように同化しない。

 27） 上記と同様に，/h/を含む接尾代名詞が後接する場合である。後述の接尾代名詞に関する
説明も参照。

 28） 以下のような母音挿入の規則はいわゆる遊牧民方言の多くに観察される音韻現象である
が，コーヒーを表わす /gahawa/（<*/qahwa/）を典型例として，gahawaシンドロームとアラ
ビア語方言学では呼ぶ（Rosenhouse 1984: 23; Versteegh 1997: 149）。

 29） 2重子音となる場合には母音挿入は起らない。cf. /moXX/「脳みそ」（I-4）。
 30） /yuos (Impf.)/（I-22）の形式も在証される。
 31） arag (Pf.) / yarag (Impf.)であるが，同じ意味で ereg (Pf.) / yarag (Impf.)（I-67）の活用形
もあり，この場合は母音挿入が起らない。

 32） /yoDor (Impf.)/（XIII-6）の形式も在証される。
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 33） /yaer (Impf.)/（XIV-17）の形式も在証される。
 34） /yafaD¢ (Impf.)/（XIV-26）の形式も在証される。
 35） /nahr/（XVII-45）の形式もカイロ方言あるいは標準アラビア語からの借用形として在証さ
れる。

 36） cf. /wazen/「体重」（XX-19）（<*/wazn/）。ただし，このような母音挿入形はジバーリ・ア
ラビア語での生産的音韻規則によるものというより，カイロ方言などの近隣方言からの借用
の可能性が高い。cf. /wehe/「悪い」（XXI-16）</wihi/カイロ方言形。

 37） /roXw/（XXI-11）の形式も在証され，若い世代はこちらの方を好んで使う。
 38） 聖カトリーヌ修道院では修道僧がアラビア語でジバーリ部族の人々と会話するのが普通で
あるが，修道僧同士のあいだでの通常の会話ではギリシア語を使うのが普通であり，当然の
ことながらジバーリ・アラビア語のなかにもギリシア語起源の言葉が入ってきている。それ
らのギリシア語起源の借用語には母音 /o/が出現しており，次に議論する短母音 /e/の位置
づけともあわせて，これらの短母音のジバーリ・アラビア語における扱いは，より複雑な問
題となる。

 39） 以下の議論では音素分析において問題となる音声環境のみをとりあげる。語末の長母音の
反射形である，/adÓ/「昼食」（III-3）（<*/adā/）や /aÓ/「夕食」（III-4）（<*/aā/）のよう
な場合も /Ó/が出現する。

 40） 女性形語尾の /-Ó/（イダーファで [-Ót]～ [-et]）は音声環境（アクセントのない開音節）に
よって母音脱落が起きるのに対して，/-a/（イダーファで [-at]～ [-At]）は母音が脱落しない。
また，双数形語尾が付加される場合も母音脱落が起らない。例：/maratēn (du.)/「女（双数
形）」（VII-3）（← /marat+ēn/）cf. /mara/（単数形）。

 41） /tadda (Pf.)/「昼食をとる」（III-3）や /taa (Pf.)/「夕食をとる」（III-4）の場合のように，
例外もある。ただし，このような場合はカイロ方言あるいは標準語の影響の可能性が高い。

 42） 文字通りには「傾く」ことを意味する。詳しくは以下のイマーラの議論を参照。
 43） /i/の異音である [e]も同様にシュワー音となる。例：[XallEi (Impr. sg.f.)]「終える」（XV-5）

cf. /Xalle (Impr. sg.m.)/。
 44） シュワー母音を含んだ音節が脱落することもある（[magaEtēn]→ [magatēn]）。
 45） 前者の場合と同じく，シュワー母音を含んだ音節が脱落することもある（[allEtēn]→

[altēn]）。
 46） 語頭の母音（シュワー母音）が完全に脱落することもある（[XAyti]）。詳細は（VII-26）の
記述を参照。

 47） 実際の観察では，3子音クラスターとなるのは，3子音のなかに接近音の /l/やふるえ音の
/r/，さらに鼻音の /m/や /n/といった，いわゆる流音が含まれている場合である。接尾代名
詞の付加などによって 3子音連続が出現する場合，基本的にはシュワー母音が挿入される。
例：/oXt+hÓ/「私の姉妹」（VII-26）→ [oXtEhÓ]。

 48） 詳細は（I-74）の記述を参照。音韻論的には基底で /fakkiru/と表示でき，/fakkiru/→
[fakkeru]→ [fakkEru～ fakkru～ fakru]と音声的に実現すると説明できる。

 49） 詳細は（IX-1）の記述を参照。音韻論的には基底で /yrawwau/と表示でき，/yrawwau/→
[yrawwEu～ yrawu]と音声的に実現すると説明できる。

 50） [A]については異音としての出現環境がはっきりしているので，詳細な音声表記が必要な
場合にのみ用いる。

 51） [badréy]のように，意味の強調のために語末の母音に強勢が置かれることがある。cf. 
/waXari/「遅い」（XXIII-15）→ [wA!XAri]～ [wAXAréy]。また，一人称単数の接尾代名詞 /i/に
ついても，強調のために強勢が置かれて長母音化する。以下の接尾代名詞に関する記述を参
照。

 52） /dawā/「薬」（VI-21）→ [dáwā]のような例外もある。
 53） 例外として，/taati/「私の下に」（XXII-9）→ [taA!ti]の場合がある。単独の前置詞として
は一番最初の母音に強勢が置かれるが（[tá!At]），接尾代名詞形は第二番目の母音に強勢が
置かれる（[taA!tku]等）。一人称単数形の場合は，強意のために語末に強勢が置かれて長母
音化することもある。

 54） カイロ方言（/biīd/）の影響からか，特に若年層の会話では /beīd/「遠い」（XXII-17）も
使われる。

 55） /bīa/「（キャンバス地の）テント」（IV-2），/rī/「ひも」（V-38）のような例外も存在す
るが，それらのほとんどがカイロ方言からの借用形あるいは周辺諸部族の方言共通形と見な
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せる。
 56） 母音の脱落した /kbīr/も使われる。おそらく /kbīr/の方が古い形式で，若年層の方がより
使う /kibīr/はカイロ方言の影響と考えられる。

 57） 母音の脱落した /kTīr/も使われる。またカイロ方言と同じ /kitīr/も多用され，/kiTīr/につ
いてもカイロ方言の影響と考えられる。

 58） 母音の脱落した /wsī/も使われる。
 59） /gwī/「強い」（XXI-10）（<*/qawī/）のような語構造の場合もイマーラによる母音脱落と見
なせる。

 60） カイロ方言（/wii/）からの借用とも考えられる。
 61） （XXV-7）を参照。音韻論的には基底で /intiy/と表記できる。
 62） （XXV-13）を参照。
 63） （XXV-15）を参照。
 64） （XXV-9）を参照。音韻論的には基底で /intuw/と表記できる。
 65） （XXV-17）を参照。
 66） （XXV-2）を参照。
 67） 前置詞の /ala/「～の上」の接尾代名詞形については，（XXII-8）を参照。また /-y/につい
ては，/lay/（← /l(i)+y/「～へ，に」）（XXVII-1），/fay/（← /f(i)+y/「～で，に」）（XXVII-5），
/bay/（← /b(i)+y/「～で」）（XXVII-11）も参照。

 68） これらの接尾代名詞の語末の母音に強勢が置かれて長母音化する現象は，ネゲブ砂漠から
シナイ半島にかけてのベドウィン方言の特徴の一つである（Blanc 1970: 130; de Jong 2004: 
164）。

 69） /-ī/や /-nī/と異なり，/-yi/の場合は語末の母音に強勢が置かれて長母音化する現象は観察
されない。北シナイのベドウィン方言では強勢が置かれて長母音化した /-yī/が報告されて
いる（de Jong 2000: 166–167, 285, 368）。

 70） （XXV-6）を参照。
 71） この現象はムゼイナ部族の方言など南シナイのいくつかのベドウィン方言にも観察され
る。また北シナイの一部のベドウィン方言でも報告されている（de Jong 2000: 282–288）。de 
Jongは，北シナイの同じような接尾代名詞が軟口蓋化および唇音化されているとして，こ
れを /-u/と転写している。彼によれば，おそらく通時的には母音 /u/の脱落と女性形接尾代
名詞との対立の保持のために，//（IPAでは /q/）というこの単語だけに有効な新たな音素
が形成されたとする。実際に古典アラビア語（さらには標準アラビア語）には，起源的には
/k/の強調音（咽頭化音）の系列として /q/（=//）が存在するが，少なくともジバーリ・ア
ラビア語で観察される限りでは，咽頭化とよべるほど調音位置が後ろに後退しているかどう
か判断がむずかしい。また，de Jongは有気／無気の対立についてはまったく報告していな
いものの，元々は余剰的な特徴であった無気音であることが示差的特徴となっていると考え
た方が，ジバーリ・アラビア語の音韻論全体のなかでは説明として妥当であると考えられる。

 72） （XXV-8）を参照。
 73） 古典アラビア語における強調音（咽頭化音）の無気性については，Fleisch（1958）および

Blanc（1967）の議論を参照。
 74） 前者の場合，実際の調音位置がいくぶん後退している。アラビア半島の諸方言では，狭母
音の /i/または /e/の影響のため，女性形の方の /k/の調音位置が硬口蓋の方へ前進する言語
変化が起きており，アラビア半島中心部で起った同変化が外縁地域のシナイ半島南部へと漸
進してきたという方言地理学的な見方もできる。

 75） （XXV-14）を参照。
 76） したがって音声学的には語末の子音 [h]は実際の発音ではほとんど聞こえないが，連続し
た文脈中で後続の単語が来る場合，聞き取れる。

 77） （XXV-16）を参照。北シナイのベドウィン方言でも報告されている（de Jong 2000: 283）。
 78） 一部の前置詞の場合は，2子音連続を解除するような語形変化をともなうこともある。
例：/ğambo/「彼の隣に」，/ğanabhÓ/「彼女の隣に」（XXII-4）。

 79） （XXII-9）を参照。
 80） （XXVII-8）を参照。同様の現象は北シナイのベドウィン方言でも報告されている（de 

Jong 2000: 166, 272, 285; cf. de Jong 2004: 163–164）。
 81） （XXII-25）を参照。同様の現象は北シナイのベドウィン方言でも報告されている（de Jong 

2000: 166, 368, 450）。
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 82） （XXV-4）を参照。北シナイのベドウィン方言でも報告されている（de Jong 2000: 283）。
 83） 一部の前置詞の場合は，2子音連続を解除するような語形変化をともなうこともある。
例：/ğambo/「彼の隣に」，/ğanabnÓ/「私たちの隣に」（XXII-4）。

 84） それぞれの接尾代名詞については，（XXV-10）と（XXV-12）を参照。
 85） 一部の前置詞の場合は，2子音連続を解除するような語形変化をともなうこともある。
例：/ğambo/「彼の隣に」，/ğanabkom/「あなたたち（男）の隣に」，/ğanabken/「あなたたち
（女）の隣に」（XXII-4）。

 86） それぞれの接尾代名詞については，（XXV-18）と（XXV-20）を参照。
 87） 一部の前置詞の場合は，2子音連続を解除するような語形変化をともなうこともある。
例：/ğambo/「彼の隣に」，/ğanabhom/「彼らの隣に」，/ğanabhen/「彼女らの隣に」（XXII-4）。

 88） （XXV-23）を参照。
 89） 指示接頭辞の /ha~hā/は北シナイのベドウィン方言やパレスチナ地域の方言にも報告され
ている（de Jong 2000: 172, 290, 370, 452, 512; Blau 1960: 20; Grotzfeld 1964: 46–47）。後に詳述
するように，指示接頭辞の /ha~hā/は指示代名詞だけでなく，通常は定冠詞に接頭化して（cf. 
/hal-/），話し手と聞き手のあいだでの談話機能を有している。

 90） 被調査者の意見によれば，指示接頭辞の /ha~hā/のない指示代名詞が前置された，/ða 
ggalam/や /ði lbint/のような構造も可能だが，実際にはほとんど使われない。標準アラビア
語（古典アラビア語）では指示代名詞が名詞に前置されるのが通常だが，カイロ方言では後
置され，ジバーリ・アラビア語の構造はカイロ方言からの影響とも考えられる。しかしなが
ら，周辺の方言と比較しても特異であることや，次に議論するように，ここにあげた① –③
までの構造が異なる談話機能を有していることなどから，ジバーリ・アラビア語において独
自に形成された構造と考えた方が妥当であろう。カイロ方言の指示代名詞の語順について
は，Doss（1979）を参照。

 91） （XXV-25）を参照。
 92） 被調査者の意見によれば，指示接頭辞の /ha~hā/のない指示代名詞が前置された，/ðāka 

lwalad/や /ðīke lormÓ/のような構造も可能だが，実際にはほとんど使われない。前注を参
照。

 93） （XXV-24）を参照。
 94） シナイ半島の多くのベドウィン方言では，性による区別がなく，一部の方言で報告がある
（de Jong 2000: 369, 451）。尚，標準アラビア語および古典アラビア語においても複数形の指
示代名詞に性の区別はない。ジバーリ・アラビア語においても，次に議論するように，日常
会話では，（特に指示代名詞が主語になる場合）女性形複数形のかわりに男性形複数形（ま
れに男性形単数形）を使用することもあり（例：ðallāka banāt「あれらは（=男性複数形）
娘たちです」），さらには女性形の複数形の形態からみても（ðell vs. ðellet / ðallāka vs. 
ðallāket），シンメトリックな方向へ新たに形成されたものと考えられる（cf. ða vs. ðāka / ðell 
vs. ðallāka）。

 95） cf.カイロ方言形 /dōl/。
 96） 指示代名詞が前置された，/ðellet ilarīm/のような構造も可能だが，実際にはほとんど生
起しない。前注も参照。

 97） （XXV-26）を参照。
 98） 前注参照。
 99） 指示代名詞が前置された，/ðallāket ilbanāt/のような構造も可能だが，実際にはほとんど生
起しない。前注も参照。

 100） 先述したように，指示代名詞が先頭に置かれた /ðāka lwalad/も可能だが，生起例はほとん
どない。両者は自由変異とも考えられるが，カイロ方言の影響などによる通時的な変化を示
していると捉えた方がいいだろう。前注も参照。

 101） 指示接頭辞の /ha~hā/の談話機能については，後の節における議論を参照。
 102） ②の形式は文中のどの位置でも生起するのに対して，③の形式は話題化文と同じく文頭で
生起する傾向が強い。両者は実際の会話場面で生起するのが普通であり，次に議論する指示
接頭辞自体の機能ともあわせて談話機能との関連から議論する必要がある。

 103） この文は文法的には話題化によって目的語が文頭に移動した文と解釈することも可能だ
が，文全体の内容（命題）がどの程度真理であるかどうかに対する話し手の態度表明，つま
りモダリティーにおいて両表現は異なっている。



国立民族学博物館研究報告　 31巻 2 号

216

  話題化文： ilwalad šufto imbāre
   the-boy-T (=O) saw-I-pro (O=T) yesterday
  「その少年は，きのう私が見ました」
 104） /āD¢ra/は動詞 /aD¢ar/「存在する，出席する」の能動分詞形 /āD¢er/の女性単数形である。
この /āD¢er/は，基本的に人間や生物の類が存在することを表しており，特に能動分詞形の
表現によって，どこからかやって来て今ここに存在することを含意する。詳細は，
（XXVIII-1）を参照。

 105） 「今」を意味する /halīn/に指示接頭辞の /ha/が常に用いられるのも，同様の理由である。
（XXIII-16）を参照。アラビア語におけるモダリティーについては，西尾（1990）も参照。

 106） /halāD¢ra/は能動分詞に定冠詞と指示接頭辞の /ha/が付いた形だが，指示接頭辞の /ha/は
形容詞や分詞（能動・受動）等にも接頭可能である。

 107） ⑫のような文から話題の部分が省略された文として，/halāD¢er～ halāD¢ra/「ほら，（今こ
こに）いるよ」という表現も可能である。

 108） （XXV-28）を参照。/hena/も使われるが，カイロ方言からの借用と考えられる。
 109） （XXV-28）を参照。この指示詞はジバーリ・アラビア語独特の単語で，標準アラビア語や
他のアラビア語方言には在証されず，語源的にも不明である（Fischer 1959: 115ff.; Palva 
1994: 280）。仮説ではあるが，nhāni<*nhā (=deictic element)+āni (=“I” ? cf. Hebrew: anī)。ジバー
リ・アラビア語の nhā wi-nhā「あちこち」（XXV-28）も参照。

 110） （XXV-29）を参照。この指示詞もジバーリ・アラビア語独特の単語で，標準アラビア語や
他のアラビア語方言には在証されず，語源的にも不明である（Fischer 1959: 115 ff.）。カイロ
方言の影響から，特に若年層の間では hnākを使うようになってきている。

 111） 日本語の場合のように聞き手に近い空間や聞き手と話し手の両者を基準とするような三分
割ではない。ジバーリ・アラビア語の場合は，話し手に近いか遠いかだけが問題になる。ジ
バーリ・アラビア語における場所の指示詞と空間認識については，西尾（1996）ならびに西
尾（2006）の第 4章で詳しく分析した。

 112） （XXV-30）を参照。
 113） カイロ方言のWh疑問文の語順については，西尾（2005）の第 1部第 5章の議論を参照。
 114） この文の場合，目的語を文頭に移動させた話題化の文も可能である。
  話題化文： inta mīn D¢arabku
   you (sg.m.)-T (=O) who (=S) struck-you (sg.m.)-O
   「あなた（について）は，誰がなぐったか？」
 115） 現代のジバーリ・アラビア語におけるこのような疑問文の語順は，おそらくカイロ方言の
影響と考えられる。

 116） （XXV-31）を参照。
 117） カイロ方言の影響から，三人称の独立代名詞の代わりに関係詞 /illi/を使った構文が使わ
れることもある。

 例： ēš illi btāklo
   what (=O) rel. progressive-eat-you (sg.m.)-S-O (=what)
  「あなたが食べているのは，何か？」
 118） 高階美行・大阪外国語大学教授のご教授によれば，三人称複数形の独立形 /hummo/, 

/henne/は /hum/, /hen-ne/が再解釈されて成立し，接尾形 /hum/, /hen/もこれに由来するので，
共時的にはここで分析したように「接尾形」として扱うが，通時的には「独立形」として単
数形の場合と統一的な説明も可能である。

 119） /eššī ði/という表現も可能である。
 120） （XXV-35）を参照。
 121） /lēš/の位置は比較的自由で，主語を話題化した次のような文も可能である。
  話題化文： inta lēš taD¢ak
   you (sg.m.)-S why laugh (Impf. 2 sg.m.)
   「あなた（男）は，なぜ笑っているのか？」
 122） （XXV-34）を参照。
 123） この疑問文でも疑問詞を前置詞といっしょに文頭へ移動させることが可能である。ただ
し，実際には文頭へ移動しない疑問文の方が普通である。

     min wēn ğīt
     from where come (Pf. 2 sg.m.)
   「どこから，あなた（男）は来たか？」
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 124） （XXV-36）を参照。
 125） （XXV-33）を参照。
 126） /izzayyok/「ごきげんよう？」といった定型表現で用いられる。ちなみにジバーリ・アラ
ビア語では同様の表現として，/kēf siatku/または /kēf ālok/を用いる。

 127） /eš/や /lēš/と異なり，三人称の独立代名詞や /illi/を使って文頭へ疑問詞を移動させた疑問
文は非文法的となり，生起しない。これは，他の /wēn/や /mitēn/などの副詞的な要素の疑
問詞も同様である（cf. *kēf illi tsawwi šāy）。

 128） （XXV-32）を参照。
 129） （XXV-37）を参照。
 130） （XXV-38）を参照。
 131） （XXV-39）を参照。
 132） 女性形語尾の /-Ó/（イダーファで [-Ót]～ [-et]）は音声環境（アクセントのない開音節）に
よって母音脱落が起きるのに対して，/-a/（イダーファで [-at]～ [-At]）は母音が脱落しない。
例：/maratēn (du.)/「女（双数形）」（VII-3）（← /marat+ēn/）cf. /mara/（単数形）。

 133） 双数形と数詞が組み合わされる場合もあり，ただ二つしかないことが強調されるようであ
る。例：/zalamtēn/「二人の男」vs. /zalamtēn iTnēn/「ちょうど二人の男」（XXIV-3）。

 134） 強調音（咽頭化音），口蓋垂音（/χ/, //），咽頭音（//, //），および /r/の後に来る場合は，
語末の母音が脱落しない傾向にある。例：/bagara/「牛」/bagaratēn/← /bagarat+ēn/。

 135） 以下のような例外もあるが，カイロ方言形の影響と考えられる。例：/fāD ¢i (sg.m.)/→
/faD¢yīn (pl.m.)/「からの」（XXII-27）。ちなみに，語末母音が /i/で終わっていても上記のよう
な語構成でない場合は，以下の例のように複数形語尾の前に /y/が挿入される。例：/ani (sg.
m.)/→ /aniyīn (pl.m.)/「金持ちの，富んだ」（VIII-22）；/badawi (sg.m.)/→ /badawiyīn (pl.m.)/
「遊牧民」（VIII-41）。

 136） /ormÓ (sg.)/→ /orommÓ～ arīm (pl.)/「女」（VII-3）の場合は，gahawaシンドロームの
ために母音が挿入された結果である。

 137） /oor (sg.)/→ /ōr～ erra (pl.)/「穴」（XX-6）のような例外もある。
 138） /aD¢eb (Pf.)/「怒る」（XVI-22）も参照。cf.三人称単数女性形 =/aD¢bÓt/，二人称単数男性形

=/aD¢ebt/。
 139） 基本的に第 1語根子音ならびに第 2語根子音が上記の子音である場合である。cf. /kibir/
「大きくなる」（XX-14）。

 140） /rozog (Pf.)/の場合，通時的 に は 完 了 形 の 受 動 形 か ら の 発 展 形 と 考 え ら れ る。
/rozog/<*/ruziqa/（cf. Cl.A /razaqa/=「授ける」）。また，/oor (Pf.)/の場合は古典アラビア語
において語幹母音に /u/を持つ動詞であるが（cf. Cl.A /aura/），ジバーリ・アラビア語にお
いて C1uC2uC3（あるいは C1oC2oC3）パターンを持つ動詞のなかで，古典アラビア語で語幹
母音 /u/を持つ動詞は，/oor (Pf.)/のみであり，他の同様の動詞はジバーリ・アラビア語で
は基本的に C1iC2iC3（あるいは C1eC2eC3）パターンとなっている。例：/kibir/「大きくなる」
（XX-14）<*/kabura/；/kiTir/「増える」（XXIV-78）<*/kaTura/。

 141） 異音の [e]で現れる場合もこのパターンに含まれる。
 142） 異音の [o]で現れる場合もこのパターンに含まれる。
 143） 北西アラビア半島方言（North-west Arabian Dialectsまたは North West Arabian Dialects）に
ついては，Palva（1991）を参照。同方言のなかでも東部グループに属する方言では，接頭
辞の母音は /a/が一般的になっている（Palva 1991: 161）。

 144） ジバーリ・アラビア語分類語彙集にあげた強動詞（総数 132）のなかで，50%が①のパター
ンで，15%が②のパターン，34%が③のパターンである（残りは，母音調和が起らない場
合である）。尚，この統計では gahawaシンドロームの動詞は除外した。

 145） /yaer (Impf.)/という gahawaシンドロームによる音節構造の変化による活用形も在証され
る。

 146） この動詞の場合，第 2語根子音の影響によって母音 /a/に変化したと考えられる。また，
接頭辞母音に /i/を若年層で多用する傾向にあるのは，カイロ方言の影響である。

 147） これらの動詞の未完了形一人称単数の場合は，接頭辞 /a-/の活用形よりも母音調和による
形式の方がより普通の形式である。

 148） 未完了形に前接して継続や進行を示す接頭辞 /b(i)-/が未完了一人称単数形と使われる場
合，通常は接頭辞の母音が生起するが，弱動詞の場合は，強勢のない開音節になるために母
音の脱落が起ることもある。たとえば，/orgo (Impf. 1 sg.)/ cf. /raga (Pf.) / yorgo (Impf.)/「踊
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る」（XI-4）の場合は，/borgo/← /b+orgo/となるが，/ogūl (Impf. 1 sg.)/ cf. /gāl (Pf.) / ygūl 
(Impf.)/「言う」（X-6）の場合は，/bgūl/← /b+ogūl/となる。

 149） 第 1語根の子音が /X/で，接頭辞母音および語幹母音が /o/（~/u/）となる場合は，未完了
形になっても gahawaシンドロームによる母音挿入が起らない。例：/yoXro (Impf.)/「出る」
（IX-7）；/yoXlo (Impf.)/「終わる」（XV-4）。ただし，どちらの例もカイロ方言からの借用形
である可能性が高い。また，例外である /yaXla (Impf.)/「脱ぐ」（II-3）の場合は，標準アラ
ビア語からの借用形の可能性が高い。

 150） /yaer (Impf.)/という通常の形式も在証される。また，/yaref (Impf.)/「知る，知っている」
（XVI-2）の場合のように，gahawaシンドロームによる未完了形が在証されない動詞もある。
/yaDer～ yoDor (Impf.)/「謝る」（XIII-6）の場合のように，接頭辞母音および語幹母音の /o/
（~/u/）による自由交替形がある動詞もある。

 151） /yuos (Impf.)/という通常の形式も在証される。
 152） 完了形 C1aC2aC3＞未完了形 yaC1C2iC3，完了形 C1aC2aC3＞未完了形 yiC1C2aC3という組み
合わせパターンも在証されるが，すでに見たように，ジバーリ・アラビア語における接頭辞
母音と語幹母音が母音調和しない未完了形のパターンは，カイロ方言等からの借用形式であ
る可能性が高く，極めて少数の例しか在証されないので，ここでの議論では扱わないことに
する。

 153） 未完了形における接頭辞母音と語幹母音が母音調和しない例においても，この音声環境で
は語幹母音が /a/となる。例：/zaaf (Pf.)/→ /yizaf (Impf.)/「這う」（IX-20）。

 154） 第 3語根子音が //の場合の例外として，/naba (Pf.)/→ /yinbe (Impf.)/「（犬が）吠える」
（XIX-71）がある。

 155） //が第 1語根子音となる場合にも，未完了形 yaC1C2aC3をとる傾向にあるが，例外もある。
例：/awa (Pf.)/→ /yawa (Impf.)/「曲げる」（XIV-41）；/aa (Pf.)/→ /yaa (Impf.)/「のど
が渇く」（III-53）。例外：/araf (Pf.)/→ /yaref (Impf.)/「知る，知っている」（XVI-2）。これら
の場合，併用する日常語彙が別にあることが多く，標準アラビア語に影響を受けた可能性が
高い。また，/baXas (Pf.)/→ /yabXas (Impf.)/「脱ぐ」（II-3）；/tafal (Pf.)/→ /yatfal (Impf.)/「つ
ばを吐く」（III-51）；/ahaz (Pf.)/→ /yahaz (Impf.)/「燃やす」（IV-29）；/faD¢al (Pf.)/→ /yafD¢al 
(Impf.)/「残る」（IX-5）などの例外も同様の理由による可能性が高い。

 156） /araf (Pf.)/→ /yaref (Impf.)/「知る，知っている」（XVI-2）や /agad (Pf.)/→ /yaged (Impf.)/
「結ぶ」（XIV-44）の場合のように，第 1語根子音が咽頭摩擦音の //のときは接頭辞母音が
/a/となる。また，第 1語根子音が //のときは gahawaシンドロームにより，母音挿入が起
るが，同じような理由で接頭辞母音が /a/となる。例：/hamad (Pf.)/→ /yahamed (Impf.)/「押
える」（XIV-14）。

 157） /sarag (Pf.)/→ /yisrig (Impf.)/「盗む」（VIII-25）や /daras (Pf.)/→ /yidris (Impf.)/「習う，勉
強する」（XVI-8）のような例外もあるが，これらの場合は標準アラビア語の影響の可能性
が高い。

 158） /sakat (Pf.)/→ /yuskut (Impf.)/「黙る」（X-7）のような例外もあるが，これらの場合は標準
アラビア語の影響の可能性が高い。

 159） 音声学的には，次例のように接頭辞母音と語幹母音が [o]で現れていることからもわかる
ように，強調音化（/r/音も強調音化される傾向にある）が音節を超えて影響を与えている
ためである。

 160） ジバーリ・アラビア語において完了形 C1iC2iC3のパターンを取る動詞は基本的に，標準ア
ラビア語（あるいは古典アラビア語）において，語幹母音が /i/である完了形 C1aC2iC3aのパ
ターンを取る動詞である。

 161） 例外として，/kiTir (Pf.)/→ /yukTor (Impf.)/「増える」(XXIV-78)，などがある。この場合，
通時的には /kiTir (Pf.)/<*/kaTura (Pf.)/と考えられるから，対応する未完了形は語幹母音 /u/を
含んだ完了形から派生したと仮定できる。その共時的な証拠として，/kibir (Pf.)/「育つ」
（VI-5）または「生える」（XVIII-17）（cf. <*/kabura (Pf.)/）の場合のように，/yakbar (Impf.)/
と /yukbor (Impf.)/という二つの未完了形を持つ動詞が在証されることや，/Xolo (Pf.)/→
/yoXlo (Impf.)/「終わる」（XV-4）（<*/Xala (Pf.)/）の場合のように，カイロ方言からの借用
形と考えられる /Xili (Pf.)/→ /yaXla (Impf.)/という組み合わせと併用される動詞が在証され
ることなどから，④の組み合わせにおける例外は，異なった語幹母音の動詞に対応する未完
了形の古い形式が残存している，あるいは新たな形式が採用されつつある状況を反映してい
ると理解できる。
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 162） 例外として，/rozog (Pf.)/→ /yarzag (Impf.)/「子供を授かる」（VI-2）があるが，この場合
前注でも指摘したように，通時的には完了形の受動形からの発展形と考えられ
（/rozog/<*/ruziqa/ cf. Cl.A /razaqa/=「授ける」），対応する未完了形についても，受動形からの
発展形を想定できるかもしれない（/yarzag/<*/yurzaqu/）。あるいは，/kereh～ koroh (Pf.)/→
/yakrah (Impf.)/「嫌う」（XVI-15）の場合から推量されるように，/rezeg～ rozog (Pf.)/という
交替形が以前の段階に想定できるかもしれない。

 163） 最初の母音に強勢が置かれない場合，シュワー母音となることがある（例：[Ektibi]）。
 164） 接頭辞の長母音の /ō/は，特に第 2語根が強調音である場合，音声学的には二重母音とな
る。例：/yōal/→ [yoωAl]（/yōga (Impf.)/「転ぶ」（XV-10）→ [yoωgA]も参照）。

 165） 他の例として，wagad (Pf.) / yōgad (Impf.)「燃やす」（IV-29），waa (Pf.) / yōa (Impf.)「痛
くする」（VI-18），warad (Pf.) / yōrid (Impf.)「近づく」（IX-3），waad (Pf.) / yōed (Impf.)「約
束する」（X-11），wazan (Pf.) / yōzen (Impf.)「（重さを）量る」（XXIV-72）も参照。

 166） wagaf (Pf.) / yōgaf (Impf.)「止まる」（IX-14）も参照。
 167） 命令形の活用形のなかで，単数形については /egef/と /egefi/の方が古い形式だが実際には
よく使われ，長母音 /ō/を含んだ形式の方がより新しい形式である。

 168） 他の例として，wili (Pf.) / yōla (Impf.)「燃える」（IV-28）も参照。
 169） 強勢は，完了形（三人称単数）では最初の音節に，また未完了形では接頭辞母音の音節に
置かれる。

 170） 第 1語根子音の /w/が脱落した活用形の方がより古い形式である。
 171） 意味上の制限から女性形のみが在証される。cf. */wilid (Pf. 3 sg.m.)/。
 172） cf. Cl.A /aXaDa/。
 173） 命令形の異形態のなかで，カイロ方言の影響からか，/XoD/による活用の方がより多く使
われ，特に若年層で好まれる。/oXoD/による活用の方がより古い形式と言えるが，男性単数
形の場合のみ，/XoD/よりも /oXoD/の方が，若年層と老年層を問わずどちらにもより好んで
使われる傾向にある。

 174） 未完了形の活用で，強勢のない開音節に生起する語幹母音が脱落することに注意。
 175） 命令形の異形態のなかで，/okul/よりも /kul/の方が新しい形式である。/kul/についても

/XoD/の場合と同様に，カイロ方言からの影響と考えられる。
 176） 若年層は未完了形と命令形についてカイロ方言の影響からか，以下の活用を好んで使う傾
向にある。
  Impf. sg. pl. Impr. sg. pl.
  3 m. yōmor yōmoru m. ōmor ōmoru
  3 f. tōmor yōmoren f. ōmori ōmoren
  2 m. tōmor tōmoru
  2 f. tōmori tōmoren
  1 ōmor nōmor

 177） 他の例として，ā (Pf.) / yū (Impf.)「腹がへる」（III-52），D¢ā (Pf.) / yD¢ū (Impf.)「舌で嘗
める」（III-44），ām (Pf.) / yūm (Impf.)「断食する」（III-48），gām (Pf.) / ygūm (Impf.)「起きる」
（IV-41），māt (Pf.) / ymūt (Impf.)「死ぬ」（VI-26），rā (Pf.) / yrū (Impf.)「行く」（IX-1），bās (Pf.) 
/ ybūs (Impf.)「キスをする」（XIII-13），zār (Pf.) / yzūr (Impf.)「訪問する」（XIII-22），dās (Pf.) 
/ ydūs (Impf.)「踏む」（XIV-21），ām (Pf.) / yūm (Impf.)「浮く」（XVII-50），fāt (Pf.) / yfūt (Impf.)
「過ぎる」（XXIII-2）も参照。

 178） 命令形の異形態のなかで，/ogol/（～ /gol/）がより古い形式であり，/gūl/による活用形は
若年層のあいだで好んで使われる傾向にある。gām (Pf.) / ygūm (Impf.)「起きる」（IV-41）の
命令形 /gom～ gūm～ ugūm (Impr. sg.m.)/，zār (Pf.) / yzūr (Impf.)「訪問する」（XIII-22）の命
令形 /ozor～ zūr (Impr. sg.m.)/の例も参照。

 179） 一人称単数の未完了形の接頭辞母音も，/b(i)-/などの他の接頭辞が付けられ開音節になる
と，脱落する。/bgūl/← /b(i)+ogūl/「私は言っている」cf. /biygūl/，/bitgūl/，/bingūl/ etc。

 180） ジバーリ・アラビア語では，raa (Pf.) / yeri (Impf.)「見（え）る」（I-73）がより古い形式
であり，āf (Pf.) / yūf (Impf.)「見（え）る」（I-73）はカイロ方言形あるいは地域共通方言形
として，使用が一般的になりつつある。rawwa (Pf.) / yrawwa (Impf.)「行く」（IX-1）と rā 
(Pf.) / yrū (Impf.)「行く」（IX-1）の関係も同様であり，前者がより古い通常使う形式で，後
者はカイロ方言形あるいは地域共通方言形として一般的になりつつある。cf. /arū (Impf. 1 
sg.m.)/。
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 181） 他の例として，bāt (Pf.) / ybīt (Impf.)「泊まる」（IV-48），āb (Pf.) / yīb (Impf.)「治る」（VI-23），
D¢ā (Pf.) / yD¢ī (Impf.)「なくなる」（XIV-24），sā (Pf.) / ysī (Impf.)「下りる」（XV-15），hā (Pf.) 
/ yhī (Impf.)「うるさくする」（XVII-29），ār (Pf.) / yīr (Impf.)「飛ぶ」（XIX-69），bāD¢at (Pf. 3 
sg.f.) / tbīD¢ (Impf. 3 sg.f.)「（卵を）産む」（XIX-72），gās (Pf.) / ygīs (Impf.)「測る」（XXIV-73），
zād (Pf.) / yzīd (Impf.)/「増える」（XXIV-78）も参照。

 182） 同様の例は，bā (Pf.) / ybī (Impf.)「売る」（XII-3）でも確認される（cf. /ebī (Impf. 1 sg.)/）。
 183） 通常は以下の命令形を使う。
   Impr. sg. pl.
   m. hāt hātu
   f. hāti hāten
 184） āl (Pf.) / yīl (Impf.)「運ぶ」（IX-22）の命令形 /il/についても短縮形の語頭母音が脱落し
たと考えられる。

 185） raa (Pf.) / yeri (Impf.)「見（え）る」（I-73）も参照。cf. Cl.A /raā/。
 186） cf. Cl.A /saala/。
 187） 他の例として，raa (Pf.) / yeri (Impf.)「見（え）る」（I-73），bakÓ (Pf.) / yibki (Impf.)「泣く」
（I-78），alÓ (Pf.) / yili (Impf.)「煮る，沸かす」（III-38），awÓ (Pf.) / yiwi (Impf.)「焼く」
（III-39），banÓ (Pf.) / yibni (Impf.)「建てる」（IV-4），maD¢a (Pf.) / yimD¢i (Impf.)「サインする」
（X-29），ramÓ (Pf.) / yirmi (Impf.)「投げる」（XIV-6），sara (Pf.) / yisri (Impf.)「早起きする」
（XXIII-4）も参照。

 188） 第 3語根が /y/である弱動詞の派生形についても同様のことが当てはまる。例：warra (Pf.) 
/ ywarri (Impf.)「見せる」（XIV-29）cf. /twarr (Impf. 2 sg.m.)/；tara (Pf.) / yitiri (Impf.)「買う」
（XII-4）cf. /titir (Impf. 2 sg.m.)/。

 189） この例では，完了形 C1iC2iの活用形がカイロ方言からの影響から併用されるようになって
きている。特に若年層ではこの傾向が強い。

 190） 他の例として，D¢amÓ (Pf.) / yaD¢ma (Impf.)「のどが渇く」（III-53），malÓ (Pf.) / yamla (Impf.)
「（時計を）巻く」（XIV-43），raa (Pf.) / yara (Impf.)「放牧する」（XIX-75）も参照。

 191） 他の例として，ii (Pf.) / yaa (Impf.)「目が覚める」（IV-40），efi (Pf.) / yafa (Impf.)「治る」
（VI-23），ligi (Pf.) / yalga (Impf.)「見つける」（XIV-28），rigi (Pf.) / yarga (Impf.)「上がる」
（XV-13）も参照。

 192） raa (Pf.) / yeri (Impf.)「見（え）る」（I-73） の未完了形の 一 人 称 単 数 形 /eri (Impf. 1 
sg.m.)/，ramÓ (Pf.) / yirmi (Impf.)「投げる」（XIV-6）の未完了形の一人称単数形 /ermi (Impf. 1 
sg.m.)/も参照。

 193） すでに指摘したように，未完了形の一人称単数形の接頭辞母音に /a/を一般的に使うよう
になっているのは，カイロ方言の影響からであり，特にこの動詞の場合は，完了形において
もカイロ方言形が一般的になりつつある。

   Pf. sg. pl.
   3 m. eri eryu
   3 f. eryÓt eryen
   2 m. rīt rītu
   2 f. rīti rīten
   1  rīt rīnÓ

 194） 他の例として，adi (Pf.) / yaadi (Impf.)「なる」（XXVIII-3）も参照。
 195） /mala (Pf.)/（「いっぱいにする」（XXII-26）< */malaa/）と /malÓ (Pf.)/（「（時計を）巻く」
（XIV-43）< */malā/）の音韻対立を見ると，語末の //（ハムザ）を基底表示には想定できる
かもしれない。

 196） 他の例として，bada (Pf.) / yabda (Impf.)「始める」（XV-3），mala (Pf.) / yamla (Impf.)「いっ
ぱいにする」（XXII-26）も参照。

 197） 例外として，all (Pf.) / yall (Impf.)「放す」（XIV-5）という例が在証されるが，借用形で
ある可能性が高い。cf. all (Pf.) / yill (Impf.)「ほどく」（XIV-46）。

 198） 他の例として以下も参照。ga (Pf.) / ygo  (Impf.)「せきをする」（I-21），aXX (Pf.) / 
yoXX (Impf.)「小便をする」（I-52），ma (Pf.) / ymo (Impf.)「すう」（III-49），abb (Pf.) / 
yobb (Impf.)「注ぐ」（V-14），dagg (Pf.) / ydogg (Impf.)「（かなづちで）たたく，打つ」（V-20），
akk (Pf.) / yokk (Impf.)「掻く」（VI-20），aXX (Pf.) / yoXX (Impf.)「（銃で）撃つ」（VI-51），D¢abb 
(Pf.) / yD¢obb (Impf.)「 抱 く 」（VII-5），Xa (Pf.) / yXo (Impf.)「 入 る 」（IX-8），marr (Pf.) / 
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ymorr (Impf.)「通る」（IX-26），D¢abb (Pf.) / yD¢obb (Impf.)「抱く」（XIII-12），aD¢D¢ (Pf.) / yoD¢D¢ 
(Impf.)「かむ」（XIV-1），la (Pf.) / ylo (Impf.)「触る」（XIV-10），akk (Pf.) / yokk (Impf.)「こ
する」（XIV-11），zagg (Pf.) / yzogg (Impf.)「押す」（XIV-13），arr (Pf.) / yorr (Impf.)「引っ張
る」（XIV-15），a (Pf.) / yo (Impf.)「置く」（XIV-30），fakk (Pf.) / yfokk (Impf.)「ほどく」
（XIV-46），gazz (Pf.) / ygozz (Impf.)「 刺 す 」（XIV-52），bazz (Pf.) / ybozz (Impf.)「 刺 す 」
（XIV-52），za (pf.) / yzo (Impf.)「すべる」（XV-9），na (Pf.) / yno (Impf.)「跳ねる，跳ぶ」
（XV-12），abb (Pf.) / yobb (Impf.)「下りる」（XV-15），gabb (Pf.) /ygobb (Impf.)「（風が）ふく」
（XVII-27），ga (Pf.) / ygo「（動物の毛を）刈る」（XIX-58）

 199） 語幹母音が /i/となる例として，amm (Pf.) / yimm (Impf.)「嗅ぐ」（I-75），ga (Pf.) / yge 
(Impf.)「やぶる」（II-16），taff (Pf.) / ytiff (Impf.)「つばを吐く」（III-51），kabb (Pf.) / ykibb (Impf.)
「こぼす」（V-15），sann (Pf.) / ysinn (Impf.)「研ぐ」（V-27），a (Pf.) / yi (Impf.)「草を与
える」（VIII-43），laff (Pf.) / yliff (Impf.)「曲がる」（IX-9），D¢all (Pf.) / yD¢ell (Impf.)「迷う」
（IX-12），hazz (Pf.) / yhizz (Impf.)「振る」（XIV-12），daDD (Pf.) / ydiDD (Impf.)「押す」（XIV-13），

dass (Pf.) / ydiss (Impf.)「かくす」（XIV-25），laff (Pf.) / yliff (Impf.)「包む」（XIV-31），lamm (Pf.) 
/ ylimm (Impf.)「集める」（XIV-36），gadd (Pf.) / ygidd (Impf.)「裂く」（XIV-40），all (Pf.) / 
yill (Impf.)「ほどく」（XIV-46），ass (Pf.) / yiss (Impf.)「感じる」（XVI-10），abb (Pf.) / yibb 
(Impf.)「愛する」（XVI-13），mall (Pf.) / ymell (Impf.)「あきる」（XVI-16），add (Pf.) / yidd 
(Impf.)「数える」（XXIV-1），gall (Pf.) / ygill (Impf.)「減る」（XXIV-79）も参照。

 200） 共通方言形である，āf (Pf.) / yūf (Impf.)「見（え）る」（I-73）も実際にはよく使われる。
 201） カイロ方言からの借用形である，ba (Pf.) / ybo (Impf.)「見る」（I-74）も若年層でよく
使われる。

 202） これらの分類はかならずしも明確な言語学的（あるいは方言地理学的な）基準によるもの
ではなく，地理的な観点からの地域方言の呼称である（Versteegh 1997: 145）。

 203） 定住民方言に共通して見られる特徴の起源を説明するために，ファーガソンはコイネー理
論を提唱した（Ferguson 1959）。コイネー理論によれば，アラブ人による大征服の初期の段
階において，征服地に建設された軍事都市（ミスルと呼ばれる）や彼らが移住した既存の都
市で，アラビア半島出身の兵士たちの異なった部族方言が混じり合った結果として，コイ
ネー（共通語）が生まれ，基層言語の影響も受けながら，次第に各地域の中心都市に定住民
方言が形成されたとされる。彼のコイネー理論の根拠となった定住民方言の共通特徴は以下
の通りである。

  （ 1）動詞・代名詞の双数形の消失
  （ 2）未完了形の接頭辞母音の /a/>/i/への変化（アラブ古典文法の taltala現象）
  （ 3）第 3語根が /w/と /y/の動詞の区別の消失
  （ 4）重子音動詞（C2=C3動詞）の活用の変化（第 3子音が弱子音の II形と同じになる）
  （ 5）前置詞 /li-/「～へ，～のために」が動詞に後接化
  （ 6）3～ 10の数詞と名詞の間に見られる性の逆転現象の消失
  （ 7）13～ 19の数詞の子音 /t/の強調音化
  （ 8）比較形の女性形 fualāの消失
  （ 9）形容詞の複数形の変化：fiāl>fuāl
  （10）ニスバ形式の変化：-yy>-i
  （11）/āa bi-/>/āb/「持ってくる」の生成
  （12）/raā/「見る」の代わりに /āf/
  （13）語変化しない関係詞 /illi/の使用
  （14）音素 /D¢/と //の融合
　  コイネー理論に対しては，言語拡散の中心となる強力な中心地が歴史上存在しなかったこ
とから，仮にコイネーの存在を認めるにしても複数の中心でコイネーが生まれ拡がったとい
う修正コイネー理論が出された（Cohen 1970）。また，現代都市部定住民方言間に観察され
る共通特徴は，各方言の基盤となった古代アラビア語諸方言が全体的に共有していた変化の
方向がそのまま顕現したものであり，さらに長期間にわたる方言間の相互接触や古典アラビ
ア語からの影響によって均質化されたものとみなせる（Blau 1977）。これを受けてフェルス
テーグによって提唱されたピジン・クレオール理論（Versteegh 1984）とその問題点につい
ては，西尾（2005）の特に第 1部第 3章を参照。

204） ジバーリ・アラビア語の場合，典型的な遊牧民方言の特徴は有しているものの，それ以外
の諸特徴については，（3），（6），（7），（12）の特徴が部分的に当てはまるだけである。
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205） 例えば，西暦 11世紀に起ったスライム部族やヒラール部族のアラビア半島から北アフリ
カへの大移住の結果，アラビア半島方言が拡散されることとなった。

206） アラブ遊牧部族の地理的移動および部族編成の歴史的変遷については，Nishio et al. (1999)
を参照。歴史的には定住民の遊牧化やその反対に遊牧民の定住化が頻繁に起っており，地域
ごとの定住民方言と遊牧民方言の分布はさらに複雑になる。

207） 歴史的にはスライム部族がアラビア半島から移住した地域である。
208） 歴史的にはヒラール部族がアラビア半島から移住した地域である。
209） 都市部の定住民方言に比べて，農村部の定住民方言（あるいは半定住半遊牧民方言）や沙
漠地帯の遊牧民方言はあまり調査がおこなわれていない。特にアラビア半島からシナイ半島
にかけての地域は，アラビア方言学において極めて重要性が高いにも関わらず，言語データ
の面で未だに空白地帯が多いのが現状である。

210） 北東アラビア半島方言はさらに三つの下位方言群に分けられる。アニザ部族方言（ク
ウェート方言，バハレーンのスンニー派方言，湾岸諸国方言も含まれる），シャンマル部族
方言（いくつかのイラクの遊牧民方言も含まれる），シリア・メソポタミア地域の遊牧民方
言（イスラエル北部およびヨルダンの遊牧民方言も含まれる）である。

211） バハレーンのシーア派方言も含まれる。
212） 北西アラビア半島方言の東部と西部のグループを分ける特徴としては他にも，長母音の

/ō/と /ē/が安定しているかどうか（東方言では安定しているが，西方言では [ō]~[ū]，[ē]~[ī]
のようにゆれが見られる），名詞の女性形語尾にイマーラ現象（長音位置が狭くなる音声変
化）が見られるかどうか，三人称単数の接尾代名詞の男性形と女性形の組み合わせパターン
などの点でも異なっている（Palva 1991: 157）。ジバーリ・アラビア語は，長母音が音声的に
は不安定であることや，女性形語尾にイマーラ現象が見られることなどから，西部グループ
の特徴を有しているが，三人称単数の接尾代名詞（特に男性形）のパターンは北西アラビア
半島方言という遊牧民方言よりも定住民方言に近く，西部グループの中でも特異な位置にあ
ると言える。

213） /g/と /k/の破擦音化については，西尾（2003）を参照。
214） ネゲブ沙漠の遊牧民方言が使用する /b(i)/+未完了形の意味は，シリア・パレスチナ地域
の定住民方言の類似表現に近いし（Blanc 1970: 139），シナイ半島南部の方言ではエジプト
方言（カイロ方言）に近い。

215） 定住民方言との言語接触による遊牧民方言の言語的同化現象のプロセスについては，西尾
（2003）を参照。

216） 未完了形における語幹母音と接頭辞母音の母音調和は，リビアやチュニジアの遊牧民方言
でも確認されているが，これらの方言は北西アラビア半島方言と何らかの歴史的関係がある
可能性が高い（Fischer and Jastrow 1980: 261）。

217） イスラム以前の古代アラビア語については，必ずしも古典アラビア語のように未完了形の
接頭辞母音が /a/で語幹母音が /a/~/i/~/u/のいずれかと組み合わさったわけではなく，西部グ
ループの場合に似て，接頭辞母音 /a/と語幹母音 /a/が必ず組み合わせパターンとなる方言が
あったことが報告されている（Rabin 1951: 61, 158）。

218） グループ IIの地域に属する方言でも，ドウェーグリ部族の場合のように隔絶した特徴を
持つ方言もある。この部族は，伝統的なアラブの部族関係システムにおいて「フテイム」と
称される社会的位置にある部族であり，他の近隣部族とは社会的交渉においても孤立する傾
向が強い。フテイムについては，西尾（2006）の第 2章 7節の議論も参照。

219） 南シナイ方言全体に関する記述研究は乏しく，ここでの議論は主として筆者の予備調査に
よるデータに基づく。

220） 歴史的には，紅海やアカバ湾を越えての海からの進入も見られ，方言の点でも特に語彙面
では，ナイル川南部の上エジプト地域の方言と共通する場合もある。シナイ半島南部におけ
る部族編成の歴史については，西尾（2006）の第 2章の議論を参照。

221） /b(i)/+未完了形が比較的多用されることや，遊牧民方言としての gahawaシンドロームが
顕著であること，さらに言えば，南シナイ方言にきわだって特徴的な二人称単数男性形の接
尾代名詞 /-ku/（[-u]~[-ku]）の存在も，南シナイ地域を構成する部族方言の起源と関係する
可能性が高い。

222） ヨングは西尾（1992）によるジバーリ・アラビア語の方言データをもとに，北シナイ方言
のグループ I・II・IIIと南シナイ方言の比較分析をした結果，同様の結論を述べている（de 
Jong 2004: 173–175）。
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223） ジバーリ・アラビア語の空間表現と言語の起源の問題に関する詳しい議論については，西
尾（2006）の第 4章を参照。

224） 民族的あるいは集団的アイデンティティーである言語的指標保持のための言語的同化と異
化をめぐる議論については，西尾（1991）の議論を参照。

225） 最近では，イスラエルによる占領下でジバーリ部族は行政当局に協力的で，他の部族にく
らべて友好的な関係を維持しており，事実多くのジバーリ部族の人びとが招待されたり，商
用などでイスラエルを訪問している。エジプト返還後は，政府によって観光地化が促進され
たために，遊牧民の就労の機会が増えた反面，都市的な物質文化の急激な流入により，観光
ベドウィンなるグループが登場するなど，ジバーリ部族を含めた南シナイの遊牧民たちの生
活はかつてないほどに定住民の影響を受けている。19世紀から 20世紀にかけての南シナイ
地域における社会経済的変化と遊牧民の生業形態の変容については，西尾（2006）の第 6章
を参照。

226） ジバーリ・アラビア語が他の南シナイの遊牧民方言に比べても定住民方言の特徴を多く
持っているのは，借用関係に起因するのはもちろんだが，都市部の定住民方言自体がその形
成の初期段階においてピジン・クレオール的過程を経たという仮説を考慮すれば，まったく
別の考え方も可能であろう（Versteegh 1984）。
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